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香
厳
和
尚
、

山
に
嗣
ぐ
、
登
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
智
閑
、
未
だ
実
録
を
見
ず
。
時
に
云
う
、
青
州
の
人
な
り
と
。
身
は
方
に
七
尺
、
博
聞
利
弁
、
才

學
当
る
無
し
。

山
の
衆
中
に
在
り
し
時
、
玄
猷
を
撃
論
す
。
時
に
禅
匠
と
称
せ
ら
る
。
前
後
数
数
扣
撃
す
。

山
の
問
難
す
る
に
対
答
は
流
る
る
が
如
し
。

山
は
深
く
其
の
浮
学
に
し
て
未
だ
根
本
に
達
せ
ざ
る
を
知
る
。
而
し
て
未
だ
其
の
詞
弁
を
制
す
る
能
わ
ず
。
後
因
み
に
一
朝
、

山
の
問
う
て
曰
く
、
汝

あ
ら
ゆ

が
従
前
の
所
有
る
学
解
、
眼
耳
を
以
て
他
人
よ
り
見
聞
せ
し
及
び
経
巻
冊
子
上
に
記
得
し
来
れ
る
者
は
、
吾
れ
は
汝
に
問
わ
ず
。
汝
の
、
初
め
て
父
母
の
胞

ほ
っ

胎
中
よ
り
出
で
て
、
未
だ
東
西
を
識
ら
ざ
る
時
の
本
分
の
事
、
汝
試
み
に
一
句
を
道
い
来
た
れ
。
吾
れ
汝
を
記
せ
ん
と
要
す
。
師
、
茲
れ
よ
り
対
無
し
。
低

頭
、
良
久
し
、
更
に
数
言
を
進
む
る
も
、

山
は
皆
な
之
を
納
め
ず
。
遂
に
為
に
道
わ
ん
こ
と
を
請
う
。

山
云
く
、
吾
れ
道
う
は
当
た
ら
ず
。
汝
、
自
ら

道
い
得
れ
ば
是
れ
汝
が
眼
目
な
り
。
師
は
遂
に
堂
中
に
歸
し
、
遍
く
冊
子
を
検
す
る
も
亦
た
一
言
の
対
う
可
き
無
し
。
遂
に
一
時
に
之
を
燼
す
。
有
る
学
人
、

か
れ

近
前
し
て
取
ら
ん
こ
と
を
乞
う
。
師
云
く
、
我
れ
一
生
来
、
他
に
帯
累
せ
ら
る
、
汝
は
更
に
之
を
要
し
て
奚
を
か
為
す
。
並
び
に
之
を
与
え
ず
、
一
時
に
燼

こ
の
か

せ
り
。
師
曰
く
、
此
の
生
は
佛
法
を
学
せ
ず
。
余
は
生
ま
れ
て
よ
り
来
た
、
当
た
る
有
る
無
し
と
謂
い
し
も
、
今
日
、

山
に
一
撲
せ
ら
れ
て
浄
尽
す
。
且

つ
ね

な

ら
く
一
个
の
長
に
粥
飯
を
行
ず
る
僧
と
作
り
て
一
生
を
過
さ
ん
。
遂
に

山
を
礼
辞
し
、
両
涙
し
て
門
を
出
づ
。
因
り
て
香
厳
山
の
忠
国
師
の
遺
跡
に
到
り
、

心
憩
泊
し
、
草
木
を
併
除
し
て
悶
を
散
ず
。
因
み
に
瓦
礫
を
撃
擲
す
る
次
で
失
笑
し
、
因
り
て
大
悟
す
。
乃
ち
偈
を
作
り
て
曰
く
、
一

し
て
所
知
を
忘

じ
、
更
に
み
ず
か
ら
修
持
せ
ず
。
処
処
に
蹤
跡
無
く
、
声
色
の
外
に
威
儀
す
。
十
方
の
達
道
の
者
は
、
咸
な
言
う
上
上
の
機
と
。

　
香
厳
和
尚
は

山
に
嗣
ぎ
、
登
州
に
お
ら
れ
た
。
師
は
智
閑
と
諱
す
る
が
、
そ
の
実
際
の
記
録
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
青
州
の
人
と
も
云
う
。
身
長
は

七
尺
に
達
し
、
博
聞
で
弁
が
た
ち
、
そ
の
才
能
と
学
識
は
抜
き
ん
で
て
い
た
。

山
の
一
門
の
中
に
あ
っ
た
時
、
深
い
道
に
つ
い
て
激
し
く
議
論
し
、
禅

匠
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
し
ば
し
ば
人
を
屈
服
さ
せ
、

山
の
問
難
に
も
そ
の
答
え
は
流
れ
る
如
く
で
あ
っ
た
。

山
は
そ
れ
が
浅
薄
な
学
識
に
す
ぎ
ず

根
本
に
は
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
が
、
香
厳
の
弁
舌
を
制
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
あ
る
朝
、

山
が
質
問
し
て
云
う
、
お
前
の
今

の
あ
ら
ゆ
る
学
解
、
つ
ま
り
眼
や
耳
で
他
人
か
ら
見
聞
し
て
き
た
こ
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
私
は
お
前
に
問
わ
な
い
。
お
前
が
父
母
か
ら
生
ま
れ
出
た
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ば
か
り
で
、
何
も
知
ら
な
い
時
の
本
分
の
事
に
つ
い
て
、
お
前
は
試
み
に
一
句
云
っ
て
み
な
さ
い
。
私
は
お
前
を
証
明
し
よ
う
。
師
は
こ
れ
に
答
え
る
こ

と
無
く
、
頭
を
た
れ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
い
く
つ
か
の
答
を
の
べ
た
が

山
は
ど
れ
も
受
け
つ
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

山
に
云
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。

山
が
云
う
、
私
が
云
っ
た
の
で
は
だ
め
だ
。
お
前
が
自
分
で
云
え
た
な
ら
ば 

、
そ
れ
が
お
前
の
眼
目
と
な
る
の
で
あ
る
、
と
。

師
は
そ
こ
で
堂
中
に
歸
り
、
あ
ら
ゆ
る
本
を
点
検
し
た
が
、
答
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
一
言
も
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
一
度
に
燃
や
そ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
あ
る
学
人
が
近
づ
い
て
来
て
欲
し
が
っ
た
。
師
は
、
私
は
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
こ
れ
の
ま
き
添
え
を
く
っ
て
来
た
。
そ
れ
な
の
に
お
前
は
こ
れ

を
求
め
て
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
と
云
っ
て
、
ま
っ
た
く
与
え
ず
、
一
時
に
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
。
師
が
云
う
、
今
生
で
は
仏
法
を
学
ぶ
ま
い
。
私

は
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
敵
う
者
は
な
い
と
思
っ
て
来
た
け
れ
ど
、
今
日

山
に
ひ
と
投
げ
さ
れ
て
素
っ
か
ら
か
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く

一
介
の
乞
食
坊
主
に
な
っ
て
一
生
を
過
ご
そ
う
と
思
う
、
と
。
す
ぐ
に

山
に
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
涙
を
流
し
な
が
ら
門
を
出
た
。
そ
れ
で
香
厳
山

の
慧
忠
国
師
の
遺
跡
に
到
着
し
、
心
を
や
す
め
て
休
息
し
、
草
木
を
掃
除
し
て
う
さ
を
は
ら
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
瓦
礫
を
打
っ
て
、
思
わ
ず
笑
い
を
洩

ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
悟
し
た
。
そ
こ
で
偈
を
作
っ
て
云
う
、

　
ひ
と
打
ち
で
知
識
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
は
や
修
め
保
つ
こ
と
は
な
い
。
い
た
る
と
こ
ろ
あ
と
か
た
も
無
い
、
声
色
外
の
威
儀
。
十
方
の
達
道
の
者

は
、
こ
ぞ
っ
て
上
上
の
機
だ
と
言
う
。

・
撃
擲
瓦
礫
　
原
文
に
依
る
限
り
、
音
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
伝
灯
録
で
は
「
以
瓦
礫
撃
竹
作
声
」
と
す
る
。

　
便
ち
罷
め
て
室
に
歸
り
、
香
を
焚
い
て
、
威
儀
を
具
し
、
五
体
投
地
し
て
遙
に

山
を
礼
し
、
讃
じ
て
曰
く
、
真
の
善
知
識
、
大
慈
悲
を
具
し
、
迷
品
を

抜
済
す
。
当
時
若
し
我
が
為
に
道
却
せ
ば
、
則
ち
今
日
の
事
は
無
か
り
し
な
ら
ん
。
便
ち

山
に
上
り
て
具
さ
に
前
事
を
陳
べ
、
并
に
発
明
の
偈
子
を
呈
似

す
。
和
尚
は
便
ち
上
堂
し
、
堂
維
那
を
し
て
大
衆
に
呈
似
せ
し
む
。
大
衆
は
惣
に
賀
す
。
唯
だ
仰
山
の
外
に
出
で
て
未
だ
歸
ら
ざ
る
有
る
の
み
。
仰
山
の
歸

り
て
後
、

山
は
仰
山
に
向
い
て
前
件
の
因
縁
を
説
け
り
。
兼
ね
て
偈
子
を
把
り
て
仰
山
に
見
似
す
。
仰
山
は
見
了
り
て
賀
す
る
こ
と
一
切
し
て
後
、
和
尚

は

か
れ

ゆ

に
向
か
っ
て
説
く
、
則
ち
与
摩
に
発
明
す
る
と
雖
も
、
和
尚
は
還
た
他
を
験
得
せ
し
や
。

山
云
く
、
他
を
験
せ
ず
。
仰
山
は
便
ち
香
厳
の
処
に
去
き
て
、
賀
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い
え
ど

そ
も
さ
ん

喜
す
る
こ
と
一
切
し
て
後
、
便
ち
問
う
、
前
頭
は
則
ち
是
く
の
如
き
の
次
第
有
り
了
る
。
此
の
如
し
と
然
雖
も
衆
人
の
疑
を
息
め
ず
。
作
摩
生
か
疑
う
漸
耳

。
將

に
謂
え
り
、
預
め
造
り
し
な
ら
ん
か
と
。
師
兄
は
已
に
是
れ
発
明
し
了
れ
り
。
別
に
是
れ
気
道
に
造
り
て
道
い
も
ち
来
た
れ
。
香
厳
は
便
ち
偈
を
造
り
て
対

え
て
曰
く
、
去
年
は
未
だ
是
れ
貧
な
ら
ず
、
今
年
は
始
め
て
是
れ
貧
な
り
。
去
年
は
卓
錐
の
地
な
し
、
今
年
は
錐
も
ま
た
無
し
。
仰
山
云
く
、
師
兄
は
只
だ

如
来
禅
有
る
を
知
り
の
み
に
し
て
、
且
く
祖
師
禅
有
る
を
知
ら
ず
。

・
前
頭
　
頭
は
軽
い
副
詞
。
先
ほ
ど
、
の
意
。

・
気
道
　
四
ー
八
五
頁
に 

「
便
得
這
个
気
道
」
と
あ
る
。
一
息
に
、
肉
声
で
、
と
い
う
程
の
意
味
。

・
去
年
未
云
々
　
寒
山
詩 

「
昔
時
可
可
貧
、
今
朝
最
貧
凍
。
作
事
不
諧
和
、
触
途
成
倥

。」

・
師
兄
在
知
有
如
来
禅
　
在
を
只
に
改
め
る
。

　
師
、
僧
に
問
う
、
如
し
人
の
高
樹
上
に
在
り
、
口
に
樹
枝
を

み
、
脚
は
樹
を
踏
ま
ず
、
手
は
枝
を

じ
ず
、
下
に
人
の
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是

か
れ

か
れ

れ
西
来
の
意
、
と
。
又
た
伊
に
向
か
っ
て
道
う
べ
し
。
若
し
道
は
ば
又
た
撲
殺
せ
ら
れ
、
道
は
ざ
れ
ば
他
の
問
に
違
う
。
汝
、
此
の
時
、
作
摩
生
か
他
に
指

し
て
、
自
ら
虎
頭
に
喪
身
失
命
す
る
を
免
れ
ん
。
招
上
座
、
返
っ
て
問
う
、
樹
に
上
る
時
は
則
ち
問
は
ず
、
未
だ
樹
に
上
ら
ざ
る
時
は
作
摩
生
。
師
、
笑
う

こ
と
嘘
嘘
た
り
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
現
在
に
拠
り
て
学
す
。
師
は
扇
子
を
以
て
旋
転
し
て
云
く
、
見
る
や
、
見
る
や
。

・
扇
子
　
う
ち
わ
。

　　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
無
表
戒
。
云
く
、
闍
梨
の
還
俗
す
る
を
待
ち
て
則
ち

が
為
に
説
か
ん
。
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問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
声
色
外
相
見
の
一
句
。
云
く
、
某
甲
の
未
だ
香
厳
に
住
せ
ざ
る
時
、
旦
ら
く
道
え
什
摩
の
処
に
在
り
し
か
。（
云
く
）与
摩
の
時

は
亦
た
敢
え
て
在
り
と
道
わ
ず
。（
師
）云
く
、
幻
人
の
心
心
所
念
の
法
の
如
し
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
聲
前
の
一
句
。
師
云
く
、
大
徳
未
だ
問
わ
ざ
る
時
則
ち
答
え
ん
。
進
ん
で
曰
く
、
即
今
の
時
如
何
ん
。
云
く
、
即
今
の
時
問
う

な
り
。　

問
う
、
声
前
の
一
句
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
あ
な
た
が
問
わ
な
い
時
に
答
え
よ
う
。
曰
く
、
今
は
ど
う
で
す
か
。
師
が
云

う
、
今
は
問
う
て
お
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
直
に
根
源
を
截
る
佛
の
所
印
。
師
、
杖
を
把
っ
て
抛
下
し
、
撮
手
し
て
去
る
。

　
問
う
、
ず
ば
り
根
源
を
切
り
開
く
の
が
佛
の
印
可
す
る
所
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
師
は
杖
を
ほ
う
り
出
し
て
撮
手
し
て
去
る
。

・
撮
手
　
撮
は
撒
の
間
違
い
か
。

・
直
截
根
源
佛
所
印
　
證
道
歌
の
語
。

　
古
人
の
跡
を
指
す
頌
に
曰
く
、
古
人
の
語
、
語
中
に
骨
あ
り
。
雲
の
秋
月
に
暎
ず
る
が
如
く
、
光
明
は
時
と
し
て
出
没
す
。
句
裏
に
隠
れ
て
、
當
當
な
ら

ず
、
人
は
玄
に
會
し
て
、
暗
に
商
量
す
。
唯
だ
自
ら
肯
え
ば
、
意
は
傷
わ
れ
ず
、
一
物
に
似
る
こ
と
、
相
い
妨
げ
ず
。

・
暎
　
映
に
同
じ
。
見
え
か
く
れ
す
る
こ
と
。

・
不
當
當
　
巻
十
鏡
清
の
伝
に
「
又
一
日
、
雪
峯
告
衆
云
、
當
當
密
密
底
。
師
便
出
對
云
、
什
摩
當
當
密
密
底
。
雪
峯
従

床
騰
身
起
云
、
道
什
摩
。

　
師
便
抽
身
退
立
」。
當
當
は
堂
堂
に
同
じ
。
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ほ
っ

い
ず
れ

ゆ

な
に

　
師
、
楽
普
と
同
行
し
、
相
い
別
れ
ん
と
欲
得
せ
し
時
、
楽
普
云
く
、
同
行
、
什
摩
の
處
に
か
去
く
。
師
云
く
、
東
京
に
去
く
。
普
曰
く
、
去
き
て
什
摩
を

な

か
作
す
。
師
云
く
、
十
字
路
頭
に
卓
庵
し
去
る
。
普
曰
く
、
卓
庵
し
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
人
の
為
め
に
す
。
普
曰
く
、
作
摩
生
か
人
の
為
め
に
す

る
。
師
便
ち
佛
子
を
挙
起
す
。
普（
曰
く
）、
佛
子
を
挙
起
し
て
作
摩
生
か
人
の
為
め
に
す
る
。
師
便
ち
佛（
子
）を
抛
下
す
。
普
云
く
、
荒
處
す
ら
猶
お
過
ぐ
る

し

か
れ

な
り
。
浄
地
に
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
人
を
迷
わ
す
。
師
云
く
、
伊
を
恠
し
ん
で
什
摩
を
か
作
す
。

　
師
は
楽
普
と
同
行
し
て
い
た
が
、
別
れ
よ
う
と
し
た
時
楽
普
が
云
っ
た
。
ご
同
行
、
ど
こ
へ
行
く
。
師
が
云
う
、
東
京
へ
行
く
。
楽
普
が
云
う
、
行
っ

て
ど
う
す
る
ん
だ
。
師
が
云
う
、
十
字
街
頭
に
庵
を
立
て
る
。
楽
普
が
云
う
、
庵
を
立
て
て
ど
う
す
る
ん
だ
。
師
が
云
う
、
人
の
た
め
に
す
る
。
楽
普
が

云
う
、
ど
う
人
の
た
め
に
す
る
ん
だ
。
師
は
佛
子
を
挙
げ
る
。
楽
普
が
云
う
、
佛
子
を
挙
げ
て
ど
う
人
の
た
め
に
す
る
ん
だ
。
師
は
佛
子
を
ほ
お
り
す
て

る
。
楽
普
が
云
う
、
荒
処
で
さ
え
過
ぎ
て
行
く
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
浄
地
で
人
を
迷
わ
す
の
だ
。
師
が
云
う
、
か
れ
を
と
が
め
て
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
だ
。

　
勵
學

、
満
口
の
語
、
處
と
し
て
説
く
無
し
。
明
明
に
向
か
っ
て
道
う
も
人
は
決
せ
ず
、
急
に
力
を
著
け
て
咬
囓
す
る
に
勤
め
よ
。
無
常
到
来
す
る
と
き

は
や

救
不
徹
な
ら
ん
。
日
裏
に
話
し
、
暗
に
嗟
す
る
こ
と
切
な
り
、
快
く
古
錐
を
磨
し
て
浄
く
挑
掲
せ
よ
。
理
盡
き
て
覚
り
、
自
ら
護
持
す
。
此
の
生
の
事
、
吾

か

れ
説
か
ず
、
玄
旨
は
他
の
古
老
の
吟
に
求
む
。
學
禅
は
須
く
心
影
を
窮
め
て
絶
せ
し
め
よ
。

・
快
磨
古
錐
浄
挑
掲
　
浄
の
字
、
可
怪
し
い
。

・
禅
學
　
禅
宗
の
学
徒
、
六
四
頁
に
も
見
え
る
。

ふ
る

　
師
、
宗
教
の
接
物
を
誡
む
る
頌
に
曰
く
、
三
句
語
、
人
の
玄
を
究
め
、
面
目
を
迅
っ
て
示
す
こ
と
豁
然
。
両
路
を
開
い
て
機
縁
を
備
う
る
に
、
投
じ
て
遇

わ
ざ
れ
ば
説
く
こ
と
多
年
な
ら
ん
。
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洞
山
、
僧
に
問
う
、
什
摩
の
處
を
か
離
れ
来
た
る
。
對
え
て
云
く
、
香
厳
を
離
れ
来
た
る
。
山
云
く
、
什
摩
の
佛
法
の
因
縁
有
り
や
。
對
え
て
云
く
、
佛

法
の
因
縁
は
即
ち
多
き
も
、
只
だ
是
れ
三
等
の
照
を
説
く
こ
と
を
愛
す
。
山
云
く
、
挙
し
看
よ
。
學
人
挙
し
て
云
く
、
恒
照
、
常
照
、
本
来
照
。
洞
山
云
く
、

そ

も

さ

ん

人
有
っ
て
此
の
三
等
の
照
を
問
い
し
や
。
對
え
て
云
く
、
有
り
。
山
云
く
、
作
摩
生
か
問
い
し
。
對
え
て
云
く
、
作
摩
生
か
是
れ
恒
照
。
又
た
常
照
を
問
え

り
。
山
云
く
、
好
き
問
處
は
問
わ
ず
。
僧
問
う
、
請
う
、
師
、
个
の
問
頭
を
垂
れ
よ
。
洞
山
云
く
、
問
は
則
ち
有
る
も
拈
出
す
る
を
用
い
ず
、
作
摩
に
縁
る

は
じ

が
故
ぞ
。
闍
梨
千
郷
万
里
に
し
て
来
た
り
、
乍
め
て
者
裏
に
到
れ
り
、
旦
く
歇
息
せ
よ
。

な

　
其
の
僧

か
に
个
の
問
頭
を
得
る
や
。
眼
よ
り
涙
落
ち
た
り
。
洞
山
云
く
、
哭
き
て
作
摩
を
か
作
す
。
對
え
て
云
く
、
和
尚
に
啓
す
、
末
代
の
後
生
、
伏

し
て
和
尚
の
方
便
を
垂
る
る
こ
と
を
蒙
り
、
這
个
の
気
道
を
得
た
り
。
一
つ
に
は
則
ち
喜
び
自
ら
勝
え
ず
、
二
つ
に
は
則
ち
和
尚
が
法
席
を
戀
う
、
所
以
に

よ
も

与
摩
に
涙
下
る
な
り
。
洞
山
云
く
、
唐
三
蔵
、
又
た
作
摩
生
か
唐
國
よ
り
西
天
に
去
く
こ
と
十
万
八
千
里
な
る
。
這
个
の
佛
法
因
縁
の
為
め
に
身
命
を
惜
し

ま
ず
。
如
許
多
の
嶮
難
を
過
ぎ
得
た
り
。
所
以
に
道
う
、
五
天
猶
お
未
だ
到
ら
ざ
る
に
、
両
眼
涙
先
ず
枯
る
、
と
。
是
れ
此
れ
よ
り
香
厳
は
千
郷
万
里
な
り

い
え
ど

と
雖
則
も
佛
法
因
縁
の
為
め
个
の
什
摩
を
か
怕
れ
ん
や
。

　
其
の
僧
下
山
し
、
香
厳
に
却
歸
し
従
容
と
し
て
二
日
を
得
た
り
し
と
き
、
師
、
帽
子
を
戴
き
て
上
堂
せ
り
。
其
の
僧
便
ち
出
で
来
た
っ
て
問
う
、
承
る
ら

く
師
に
恒
照
、
常
照
、
本
来
照
を
言
う
有
り
と
。
三
等
の
照
は
則
ち
問
わ
ず
。
不
照
の
時
喚
ん
で
什
摩
と
か
作
す
。
師
便
ち
帽
子
を
卸
下
し
て
衆
前
に
抛
放

せ
り
。

　
其
の
僧
、
洞
山
に
却
歸
し
て
具
さ
に
前
事
を
陳
ぜ
り
。
洞
山
却
っ
て
低
頭
し
て
後
に
云
く
、
實
に
与
摩
な
り
き
や
。
對
え
て
云
く
、
實
に
与
摩
な
り
き
。
洞

山
云
く
、
實
に
与
摩
な
り
し
か
ば
、
頭
を
斫
る
も
也
た
罪
過
無
し
。

　
其
の
僧
、
香
厳
に
却
歸
し
て
具
さ
に
前
事
を
陳
ぜ
り
。
師
、
牀
を
下
り
、
洞
山
に
向
か
っ
て
合
掌
し
て
云
く
、
新
豊
和
尚
は
是
れ
作
家
な
り
。

　
洞
山
が
僧
に
問
う
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
答
え
て
云
う
、
香
厳
か
ら
来
ま
し
た
。
洞
山
が
云
う
、
ど
ん
な
仏
法
の
因
縁
が
あ
る
か
。
答
え
て
云
う
、
仏

法
の
因
縁
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
三
等
の
照
を
説
く
こ
と
が
お
好
き
で
す
。
洞
山
が
云
う
、
話
し
て
み
な
さ
い
。
学
人
が
挙
し
て
云
う
、
恒
照
、
常
照
、

本
来
照
で
す
。
洞
山
が
云
う
、
こ
の
三
等
の
照
の
こ
と
を
問
う
た
も
の
が
い
た
か
。
答
え
て
云
う
、
は
い
。
洞
山
が
云
う
、
ど
う
問
う
た
。
答
え
て
云
う
、
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恒
照
と
は
何
で
し
ょ
う
か
、
と
。
ま
た
常
照
の
こ
と
も
問
い
ま
し
た
。
洞
山
が
云
う
、
せ
っ
か
く
の
問
は
問
わ
な
い
の
だ
な
。
僧
が
云
う
、
ど
う
か
和
尚
、

問
を
さ
ず
け
て
下
さ
い
。
洞
山
が
云
う
、
問
は
あ
る
が
、
と
り
出
す
必
要
は
な
い
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
お
前
さ
ん
は
千
郷
万
里
は
る
ば
る
と
こ
こ
に
来

た
ば
か
り
だ
。
ま
あ
お
休
み
。

　
そ
の
僧
は
問
を
得
た
と
た
ん
眼
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。
洞
山
が
云
う
、
泣
い
て
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
答
え
て
云
う
、
申
し
上
げ
ま
す
。
末

代
の
後
生
の
こ
の
わ
た
し
は
、
も
っ
た
い
な
く
も
和
尚
の
方
便
を
こ
う
む
り
息
を
ふ
き
返
し
た
思
い
で
す
。
一
つ
に
は
喜
び
に
堪
え
ず
、
二
つ
に
は
和
尚

の
法
席
が
な
つ
か
し
く
、
そ
れ
で
こ
の
よ
う
に
涙
が
こ
ぼ
れ
る
の
で
す
。
洞
山
が
云
う
、
唐
三
蔵
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
唐
の
国
か
ら
西
へ
十
万
八
千
里

も
行
っ
た
の
だ
。こ
の
仏
法
の
因
縁
の
た
め
に
身
命
を
惜
し
ま
ず
、あ
れ
ほ
ど
多
く
の

難
を
切
り
ぬ
け
た
の
だ
。だ
か
ら
五
天
猶
お
未
だ
到
ら
ざ
る
に
、

両
眼
涙
先
ず
枯
る
と
云
う
の
だ
。
こ
こ
か
ら
香
厳
山
は
千
郷
万
里
の
は
る
か
だ
け
れ
ど
も
、
仏
法
因
縁
の
た
め
に
何
を
怕
れ
る
と
云
う
の
だ
。

　
そ
の
僧
は
山
を
下
り
て
香
厳
山
に
歸
り
、
な
に
と
は
な
し
に
二
日
過
ぎ
た
と
こ
ろ
、
師
が
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
上
堂
し
た
。
そ
の
僧
は
出
て
来
て
問
う
、

う
け
た
ま
わ
れ
ば
、
師
は
、
恒
照
、
常
照
、
本
来
照
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
三
等
の
照
の
こ
と
は
問
い
ま
せ
ん
。
不
照
の
時
ど
う
呼
び
ま
す
か
。

師
は
帽
子
を
お
ろ
し
て
大
衆
の
前
に
ほ
お
り
な
げ
た
。

　
そ
の
僧
は
洞
山
に
も
ど
り
、
具
さ
に
出
来
事
を
の
べ
た
。
す
る
と
洞
山
は
頭
を
低
く
た
れ
て
の
ち
云
っ
た
、
實
際
に
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
答
え
て

云
う
、
實
際
に
そ
の
よ
う
で
し
た
。
洞
山
が
云
う
、
も
し
ほ
ん
と
う
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
首
を
取
っ
て
も
罪
に
は
な
ら
ん
。

　
そ
の
僧
は
今
度
は
香
厳
山
に
歸
っ
て
具
さ
に
出
来
事
を
の
べ
た
。師
は
牀
を
下
り
、洞
山
に
向
か
っ
て
合
掌
し
て
云
っ
た
、新
豊
和
尚
は
作
家
で
あ
る
。

・
恒
照
　
人
天
眼
目
四
で
は
寂
照
と
す
る
。

・
得
這
个
気
道
　
気
道
は
息
の
こ
と
。
八
三
頁
に
も
見
え
る
。
蘇
生
し
た
こ
と
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
。

・
唐
三
蔵
　
玄
奘
の
こ
と
。

・
五
天
猶
未
到
云
云
　
未
だ
出
據
を
検
索
し
得
ず
。

・
卸
下
帽
子
　
原
文
は
却
下
帽
子
。
首
を
切
ら
せ
る
用
意
。
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・
低
頭
　
ぐ
さ
り
と
き
て
参
っ
た
と
こ
ろ
。

く
び

・
斫
頭
也
無
罪
過
　
香
厳
の
頭
。と
て
も
わ
し
に
は
か
な
わ
ん
と
い
う 

 

参
っ
た 

 

の
表
明
。

や

　
最
後
頌
に
曰
く
、
一
語
有
り
て
規
矩
を
全
う
す
、
思
量
を
休
め
よ
、
自
ら
許
さ
ざ
れ
。
路
に
同
道
の
人
に
逢
わ
ば
、
眉
を
揚
ぐ
る
も
来
處
を
省
す
。
踏
不

著
な
ら
ば
疑
慮
多
く
、
却
っ
て
思
量
し
て
伴
侶
を
帯
ぶ
。
一
生
参
學
す
る
も
事
成
る
無
く
、
慇
懃
に
栴
檀
樹
を
抱
得
す
。

　
最
後
頌
に
云
う
、
す
べ
て
を
ま
か
な
う
一
語
が
あ
る
、
思
量
す
る
な
か
れ
、
自
ら
許
さ
ざ
れ
。
路
に
同
道
の
人
に
会
う
と
き
は
、
眉
動
か
し
た
だ
け
で

も
来
処
を
見
て
と
る
。
し
っ
か
り
ふ
る
ま
え
て
い
な
け
れ
ば
疑
慮
多
く
、
あ
ろ
う
こ
と
か
思
量
し
て
つ
れ
あ
い
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
。
一
生
参
学
し
て
も

事
成
ら
ず
、
ご
て
い
ね
い
に
栴
檀
樹
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。

　
常
在
頌
、
管
帯
歴
歴
と
し
て
諸
辺
寧
息
し
、
平
常
の
見
聞
、

棘
に
入
ら
ず
。
四
威
儀
中
、
浄
潔
た
る
こ
と
析
析
た
り
。
機
感
じ
て
相
い
殺
ず
れ
ば
、
一

時
に
抛
擲
す
。

處
に
縁
に
對
し
て
、
聲
前
に
跡
を
顕
わ
す
。
同
道
相
い
知
る
こ
と
、
勢
力
を
労
せ
ず
。

・
管
帯
　「
葛
藤
語
箋
」、
忠
曰
、
管
者
意
領
也
、
帯
者
如
帯
不
離
身
也
。
管
帯
、
著
意
不
忘
也
。

　
修
行
頌
、
天
寒
き
と
き
は
宜
し
く
日
に
曝
す
べ
く
、
堂
に
歸
る
一
食
の
傾
。
未
だ
生
ぜ
ざ
る
時
を
思
著
し
、
宜
然
と
し
て
他
の
清
き
に
任
す
。
只
摩
に
尋

か
く
の
ご
と

ぬ
る
時
、
明
鏡
は
明
鏡
に
非
ず
。
獨
坐
し
て
霊
源
を
覚
し
、
行
く
時
も
也
た
只
寧
し
。

・
曝
日
　
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
。

・
一
食
傾
　
一
食
頃
に
同
じ
。

・
宜
然
　
二
字
で
宜
の
意
味
か
。
不
明
。

・
只
摩
尋
時
　
原
文
に
乱
れ
あ
り
。
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鄭
郎
中
問
頌
、
既
に
人
の
解
く
無
く
、
又
た
人
の
縛
す
る
無
し
。
此
の
路
岐
を
出
で
て
、
何
れ
の
城
郭
に
か
入
ら
ん
。

　
鄭
郎
中
の
質
問
の
頌
に
い
う
、
解
く
人
も
な
け
れ
ば
縛
る
人
も
な
い
。
で
は
こ
の
路
を
出
て
ど
こ
の
お
城
に
入
る
と
い
う
の
で
す
か
。

　
師
、
頌
も
て
答
う
ら
く
、
語
中
に
跡
を
埋
め
、
聲
前
に
容
を
露
わ
す
。
即
時
に
妙
會
す
れ
ば
、
古
人
と
道
同
じ
。
嚮
應
機
勸
す
れ
ば
、
自
他
の
宗
無
し
。
訶

し
て
起
た
し
め
駭

せ
し
め
、

迅
し
て
龍
と
成
ら
し
む
。

　
師
は
頌
で
答
え
て
い
う
、
語
中
に
か
げ
を
ひ
そ
め
て
声
前
に
姿
を
現
す
。
即
時
に
め
で
た
く
わ
か
れ
ば
古
人
と
同
道
だ
。
嚮
應
機
勸
す
れ
ば
自
も
他
も

な
い
。
訶
し
て
ふ
る
い
立
た
せ
、
奮
迅
し
て
龍
と
な
ら
し
め
よ
。

・
語
中
埋
跡
　
指
古
人
跡
頌
参
照
。

・
嚮
應
機
勸
　
嚮
応
は
響
応
に
同
じ
。
機
勧
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
鄭
郎
中
又
た
問
う
、
来
た
る
に
他
の
轍
跡
無
く
、
去
る
と
き
は
是
れ
我
が
途
に
非
ず
。

猴
を
併
逐
し
盡
く
し
て
、
山
川
の
境
在
り
や
無
し
や
。

　
　
鄭
郎
中
が
ま
た
問
う
、
来
る
と
き
わ
だ
ち
の
跡
も
な
く
、
行
く
と
き
わ
た
し
に
み
ち
は
な
い
。
こ
と
ご
と
く
猿
を
追
っ
ぱ
ら
っ
た
と
き
、
山
川
と
い
う

境
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
師
、
撥
機
頌
を
以
て
答
う
ら
く
、
語
裏
に
筋
骨
を
埋
ず
む
れ
ば
、
音
聲
は
道
容
に
染
む
。
即
時
に

に
妙
會
す
れ
ば
、
手
を
拍
っ
て
乖
龍
を
趁
わ
ん
。

　
大
師
は
撥
機
頌
で
答
え
て
云
う
、
語
裏
に
筋
骨
を
埋
ず
め
て
い
れ
ば
、
音
声
も
道
の
か
た
ち
に
染
ま
る
。
即
時
に
め
で
た
く
わ
た
っ
た
と
た
ん
、
ポ
ン

と
手
を
う
っ
た
だ
け
で
乖
竜
を
追
い
は
ら
う
。

・
語
裏
埋
筋
骨
　
指
古
人
跡
頌
参
照
。



七
八
〇

・
乖
龍
　
人
の
身
中
に
住
む
と
い
う
怪
物
。

　
清
思
頌
に
曰
く
、
盡
日
虚
堂
に
坐
し
、
静
思
し
て
参
詳
す
る
こ
と
を
絶
つ
。
更
に
廻
顧
す
る
の
意
無
き
も
、
争
で
か
肯
え
て
平
常
を
置
か
ん
。

　
清
思
の
頌
に
云
う
、
ひ
ね
も
す
虚
堂
に
坐
し
、
静
思
し
て
参
詳
を
絶
つ
。
も
う
ふ
り
か
え
る
気
は
な
い
が
、
平
常
を
さ
し
お
く
つ
も
り
も
な
い
。

　
談
玄
頌
に
曰
く
、
的
的
と
し
て
兼
帯
無
く
、
獨
運
何
に
か
依
頼
せ
ん
。
路
に
達
道
の
人
に
逢
わ
ば
、
語

を
將
っ
て
對
す
る
こ
と
莫
れ
。
　
　

　
的
的
と
し
て
つ
れ
あ
う
も
の
な
く
、
独
り
ゆ
く
も
の
何
に
た
よ
ろ
う
か
。
路
に
達
道
の
人
に
逢
っ
た
ら
、
語

で
応
対
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
路
逢
達
道
人
莫
將
語

對
　
司
空
山
本
浄
に
「
忽
逢
修
道
人
、
第
一
莫
向
道
」（
伝
灯
録
五
）の
語
が
あ
る
。

　
學
人
に
与
う
る
玄
機
頌
に
曰
く
、
妙
旨
は
迅
速
に
し
て
、
言
説
は
来
た
る
こ
と
遅
し
。

か
に
語
に
随
っ
て
會
せ
ば
、
神
機
を
迷
却
す
。
揚
眉
し
て
問
い

は
じ

に
當
り
、
對
面
し
て
煕
怡
す
。
是
れ
何
の
境
界
な
る
か
、
同
道
に
し
て
方
め
知
る
。

・
揚
眉
當
問
　
ま
ゆ
う
ご
か
し
て
問
に
こ
た
え
る
。

お
お

　
渾

語
頌
に
曰
く
、
一
束
の
茆
、
草
六
分
、
庵
を
盖
い
得
て
子
門
無
し
。
蔵
頭
の
人
、
入
去
却
し
、
頭
を
轉
じ
来
た
っ
て
渾

を
語
る
。

　
渾

語
の
頌
に
云
う
、
一
束
の
か
や
、
わ
ら
が
六
分
、
い
お
り
を
葺
い
て
く
ぐ
り
戸
な
し
。
頭
す
っ
ぽ
り
か
く
し
た
人
が
入
っ
て
い
っ
て
、
顔
ふ
り
む

け
て
言
う
、
渾

の
語
。

・
渾

福
先
招
慶
の
伝
に
「
又
上
堂
、
于
時
云
、
大
家
識
取
混
崘
、
莫
識
取
劈
破
。
笠
土
大
仙
心
、
東
西
密
相
付
、
是
混
崘
、
是
劈
破
。
時
有
人

問
、
承
師
有
言
、
大
家
識
取
混
崘
、
莫
識
取
劈
破
。
如
何
是
混
崘
。
師
良
久
。
問
、
如
何
是
劈
破
底
、
師
云
、
只
這
个
是
。」（
三
〜
二
六
頁
）兀
然

た
る
一
枚
岩
の
形
容
。
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か
く
ば
か

　
師
、
衆
の
為
に
曰
く
、
此
の
世
界
は
日
月
短
促
な
り
。
則
ち
須
く
急
急
底
の
事
、
了
却
し
去
る
べ
し
。
如
許
り
多
く
の
不
如
意
の
事
を
平
治
し
て
、
直
に

須
く
地
の
如
く
に
相
い
以
て
安
然
不
動
な
る
べ
し
。
一
切
殊
勝
の
境
、
随
っ
て
轉
ぜ
ざ
れ
。
只
摩
に
尋
常
に
し
て
造
作
す
る
こ
と
を
用
い
ざ
れ
。
獨
脱
現
前

す
れ
ば
伴
侶
を
帯
び
ず
。
皎
然
た
り
秋
月
、
内
外
を
明
ら
め
て
通
透
す
。
寸
陰
を
尅
念
し
て
直
に
須
く
此
の
生
に
了
却
す
べ
し
。
今
生
了
せ
ざ
れ
ば
阿
誰
か

は

替
代
せ
ん
。
大
徳
、
頭
は
白
く
、
歯
は
黄
ば
み
、
耳
は
聾
し
て
眼
は
暗
む
を
待
つ
こ
と
莫
れ
。
無
常
到
来
す
る
と
き
悔
ゆ
る
も
當
た
何
ぞ
及
ば
ん
。

も

　
大
徳
、
身
上
は
是
れ
他
の
衣
、
堂
裏
は
是
れ
他
の
食
、
燈
油
火
炭
、
床

具
、
什
方
信
心
の
供
須
な
り
。
何
の
道
業
も
將
っ
て
消
受
せ
ん
。
一
念
、
跡

盡
く
さ
ざ
れ
ば
个
个
是
れ
債
負
な
り
。
特
達
の
丈
夫
は
、
気
志
堅
固
に
し
て
、
心
は
断
縄
の
如
し
。
三
界
の
因
果
を
休
し
去
る
。
現
時
の
富
貴
貧
窮
を
盡
く

ま
さ

し
て
、
縦
ま
ま
に
貧
愛
を
恣
ま
ま
に
し
て
有
漏
を
織
造
せ
ん
。
今
日
に
至
り
て
は
應
當
に
足
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
過
去
の
諸
佛
還
た
凡
夫
中
よ
り
修
持
し

去
れ
り
。
天
生
の
聖
人
無
し
。
大
徳
、
本
よ
り

中
を
離
れ
、
父
母
を
抛
却
し
て
出
家
し
て
什
摩
の
事
の
為
に
す
る
や
。
因

な
る
こ
と
莫
れ
。
猶
預
し
て

虚
し
く
光
陰
を
度
る
こ
と
莫
れ
。
古
人
道
う
、
語
を
参
玄
の
人
に
寄
す
、
光
陰
虚
し
く
度
る
こ
と
莫
れ
、
と
。
百
丈
云
く
、
努
力
し
て
一
生
に
須
く
了
却
す

べ
し
。
誰
か
能
く
累
劫
に
諸
殃
を
受
け
ん
、
と
。

　
師
は
衆
に
い
う
、
こ
の
世
界
は
月
日
は
短
く
切
迫
し
て
い
る
。
急
急
底
の
事
に
け
り
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
ば
か
り
多
く
の
不
如
意
の
事
を
平

治
し
て
、
大
地
の
よ
う
に
安
然
不
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ど
ん
な
殊
勝
な
境
界
も
つ
い
て
ま
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
い
つ
も
の
よ
う
に
し
て
造
作

す
る
必
要
は
な
い
。
独
脱
現
前
す
れ
ば
つ
れ
あ
う
も
の
も
な
い
。
あ
た
か
も
皎
然
た
る
秋
の
月
の
よ
う
に
、
内
外
を
明
ら
め
て
透
徹
す
る
。
寸
陰
に
思
い

を
ひ
そ
め
て
こ
の
生
涯
で
け
り
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
生
涯
で
け
り
を
つ
け
ね
ば
、
誰
が
代
わ
り
に
死
ん
で
く
れ
よ
う
か
。
大
徳
、
頭
が
白
く
な
り
、

歯
は
黄
ば
み
、
耳
は
と
お
く
な
り
、
眼
は
か
す
む
の
を
待
っ
て
は
な
ら
な
い
。
死
が
お
と
ず
れ
た
と
き
悔
い
て
も
お
っ
つ
か
な
い
。

　
大
徳
、
身
に
ま
と
う
の
は
人
様
の
衣
だ
。
食
堂
に
あ
る
の
は
人
様
の
飯
だ
。
灯
油
火
炭
、
床

具
、
十
方
信
者
の
供
養
で
あ
る
。
ど
ん
な
道
業
が
あ

る
と
て
受
け
て
い
る
の
か
。
一
念
も
跡
を
盡
く
さ
ね
ば
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
負
い
目
で
あ
る
。
特
達
の
丈
夫
は
志
し
堅
固
で
、
心
は
断
た
れ
た
縄
の
よ
う
で

あ
る
。
三
界
の
因
果
ん
か
た
を
つ
け
て
い
る
。
現
在
の
富
貴
貧
窮
、
苦
楽
な
ど
の
こ
と
を
絶
ち
切
ら
な
け
れ
ば
、
未
来
永
劫
、
貧
愛
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
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て
有
漏
を
造
っ
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。
今
日（
わ
た
し
の
法
席
）に
い
た
っ
た
か
ら
に
は
足
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
過
去
の
諸
仏
も
ま
た
凡
夫
の

と
こ
ろ
か
ら
修
行
し
た
の
だ
。
生
ま
れ
つ
き
の
聖
人
と
い
う
も
の
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
大
徳
、
も
と

中
を
離
れ
、
父
母
を
す
て
て
出
家
し
て
、
何
事

の
た
め
に
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
因

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
猶
預
し
て
む
な
し
く
月
日
を
お
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古
人
は
云
っ
て
い
る
、
語
を
参

玄
の
人
に
寄
す
、
光
陰
虚
し
く
度
る
こ
と
莫
れ
、
と
。
百
丈
和
尚
は
云
っ
て
い
る
、
努
力
し
て
一
生
に
須
く
了
却
す
べ
し
。
誰
か
能
く
累
劫
に
諸
殃
を
受

け
ん
、
と
。

・
特
達
丈
夫
か
ら
應
當
知
足
ま
で
読
み
に
く
い
。
一
応
右
の
よ
う
に
意
訳
し
て
お
く
。

・
心
如
断
縄
　
ど
う
い
う
譬
え
な
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

・

中
　

の
字
不
明
。
あ
る
い
は
郷
中
の
あ
や
ま
り
か
。

・
古
人
道
云
々
　
参
同
契
の
語
。

　
古
を
明
ら
む
る
の
頌
に
曰
く
、
古
人
の
骨
、
霊
異
多
し
。
賢
き
子
孫
、
密
に
安
置
す
。
此
の
一
門
に
孝
の
義
を
成
ず
。
人
未
だ
達
せ
ず
し
て
差
池
す
る
こ

と
莫
れ
。
須
く
志
固
く
し
て
狐
疑
を
遣
る
べ
し
。
安
静
な
る
こ
と
を
得
て
傾
危
せ
ざ
れ
。
向
か
え
ば
即
ち
遠
く
し
て
、
求
む
れ
ば
即
ち
離
る
。
取
れ
ば
即
ち

失
い
、
急
げ
ば
即
ち
遅
る
。
計
校
無
け
れ
ば
覚
知
を
忘
ず
。
濁
流
の
識
、
今
古
も
偽
な
り
。
一
刹
那
に
通
変
異
な
る
。
嵯
峨
た
る
山
、
石
火
起
こ
り
、
内
裏

に
發
し
て
巓

を
焚
く
。
遮
欄
無
く
し
て
海
底
を
焼
く
。
法
網
疎
に
し
て
霊

細
な
り
、
六
月
に

し
被
衣
を
去
る
、
盖
不
得
に
し
て
僻
偽
無
し
。
達
道
の

人
、
祖
意
を
唱
う
。
我
が
師
宗
、
古
来
諱
む
。
唯
だ
此
の
人
の
み
善
く
安
置
す
。
法
財
に
足
り
て
慙
愧
を
具
す
。
虚
し
く
施
さ
ず
、
用
處
諦
な
り
。
人
有
っ

な

て
問
う
も
呵
気
す
る
小
し
。
更
に
尋
ね
来
た
れ
ば
米
貴
し
と
説
く
。

・
差
池
　
い
き
ち
が
う
。

　
崔
太
夫
に
与
え
て
玄
を
暢
ぶ
る
の
頌
に
曰
く
、
達
人
、
隠
顕
多
く
、
定
め
て
形
儀
を
露
わ
に
せ
ず
。
語
下
に
跡
を
遺
さ
ず
、
密
密
に
潜
か
に
護
持
す
。
容



祖
堂
集
第
巻
十
九

江
西
下
巻
第
六
曹
渓
五
代
法
孫

七
八
三

を
動
か
し
て
古
路
を
揚
ぐ
、
明
妙
に
し
て
乃
ち
方
め
て
知
る
。
物
に
應
じ
て
但
だ
施
設
す
る
の
み
、
道
う
こ
と
莫
れ
不
思
議
な
り
と
。

　
崔
太
夫
に
宛
て
て
玄
を
の
べ
た
頌
に
云
う
、
達
人
に
は
隠
顕
が
多
く
、
し
か
と
姿
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
の
を
云
っ
て
も
痕
跡
を
と
ど
め

ず
、
密
密
に
ひ
そ
か
に
護
持
し
て
い
る
。
相
貌
を
動
か
し
て
古
路
を
宣
揚
す
る
仕
方
は
明
妙
の
も
の
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
。
そ
れ
も
相
手
に
応
じ

て
か
り
そ
め
に
し
た
だ
け
の
こ
と
、
云
っ
て
く
れ
る
な
、
不
思
議
だ
な
ど
と
。

な

　
寶
明
頌
に
曰
く
、
思
い
清
き
人
は
慮
る
こ
と
少
く
、
風
規
自
然
に
足
る
。
影
は
音
容
に
落
在
し
、
孤
明
は

觸
を
絶
す
。

　
宝
明
頌
に
云
う
、
思
い
の
清
い
人
は
お
も
ん
ば
か
る
こ
と
な
く
し
て
風
規
が
自
然
に
と
と
の
う
。
宝
影
は
声
や
姿
に
落
ち
着
き
、
そ
の
孤
明
に
は
支
え

は
い
ら
な
い
。

　
出
家
頌
、
従
来
出
家
を
求
め
し
も
、
未
だ
出
家
の

を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
起
坐
只
だ
尋
常
、
更
に
小
し
の
殊
勝
な
る
無
し
。

　
出
家
頌
、
従
来
出
家
を
求
め
た
が
、
出
家
が
な
に
や
ら
ま
だ
詳
ら
か
で
な
い
。
起
つ
も
坐
る
も
た
だ
い
つ
も
の
と
お
り
、
少
し
の
殊
勝
も
さ
ら
さ
ら
無

い
。・

清
思
頌
参
照
。

　
法
堂
に
寄
す
る
の
頌
、
東
間
裏
に
寂
に
入
り
、
西
間
裏
に
語
話
す
。
中
間
裏
に
睡
眠
し
、
通
間
裏
に
行
道
す
。
向
前
に
し
て
は
即
ち

し
、
向
後
し
て

は
即
ち
形
を
隠
す
。
時
人
都
べ
て
措
か
ず
、
什
摩
の
精
霊
ぞ
と
問
う
。
答
え
て
曰
く
、
浄
地
上
に
怒
り
を
鼓
し
、
怡
然
中
に
嗔
を
伴
う
。
平
坦
處
に
守
ら
ず
、

危
険
中
に
身
を
蔵
す
。
盲
聾
も
之
に
遇
え
ば
眼
開
け
、
僧
瑶
は
筆
を
駐
め
て
神
を
凝
ら
す
。

・
僧
瑶
駐
筆
凝
神
　
佛
祖
統
紀
三
十
七
に
「
梁
、
武
帝
・
・
・
・
・
嘗
詔
張
僧

寫
誌
眞
。
誌
以
指

破
面
門
、
出
十
二
面
観
音
相
、
或
慈
或
威
。
僧

竟
不
能
寫
」
と
あ
る
。
祖
堂
集
巻
九
、
九
峯
道
虔
の
伝
に
「
問
、
一
筆
丹
青
為
什
摩

志
公
眞
不
得
云
々
」
と
あ
る
。
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玄
旨
頌
、
去
り
去
る
と
き
標
的
無
く
、
来
り
来
る
と
き
只
摩
に
来
る
。
人
有
っ
て
相
い
借
問
す
れ
ば
、
語
ら
ず
し
て
笑
う
こ
と
咳
咳
。

　
同
住
の
歸
寂
す
る
に
贈
る
の
頌
、
同
住
道
人
七
十
餘
、
共
に
城
郭
を
辞
し
て
山
居
を
楽
し
む
。
身
は
寒
木
の
如
く
し
て
心
芽
絶
え
、
唐
言
を
話
せ
ず
梵
書

や

か
が
み

た
こ

を
休
む
。
心
期
盡
く
る
處
身
は
喪
ぶ
と
雖
も
、
如
来
の
弟
子
な
る
沙
門
の
様
。
深
信
共
に
崇
う
し
て
鉢
塔
成
り
、
巍
巍
と
し
て
置
き
て
在
り
青
山
の
嶂
。
夫

の
参
道
を
観
る
に
虚
然
な
ら
ず
、
形
骸
を
脱
し
去
り
て
甚
だ
高
上
す
。
従
来
今
朝
の
事
を
説
か
ず
、
暗
裏
に
頭
を
埋
ず
め
て
玄
暢
を
隠
す
。
蹤
跡
を
留
め
ず

人
間
に
異
る
、
深
妙
の
神
光
飽
く
ま
で
明
亮
。

・
道
人
七
十
餘
　
道
人
が
七
十
餘
人
で
あ
る
と
も
読
め
る
し
、
七
十
余
才
の
道
人
と
も
読
め
る
。
伝
灯
録
三
十
で
は
歸
寂

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
従
え
ば
七
十
余
才
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

・
鉢
塔
　
如
来
が
菩
薩
だ
っ
た
時
に
使
用
し
た
鉢
を
安
置
供
養
す
る
塔
。
伝
灯
録
三
十
の
元
版
の
注
参
照
。

・
深
信
　
深
信
の
人
々
。

　
勸
學
頌
に
曰
く
、
出
家
修
道
は
安
き
を
求
む
る
こ
と
莫
れ
、
念
を
失
し
て
安
き
を
求
め
ば
學
道
難
し
。
未
だ
得
ざ
れ
ば
直
に
須
く
大
道
を
求
む
べ
し
、
覚

し
了
れ
ば
安
き
も
無
く
安
か
ら
ざ
る
も
無
し
。

と
ど

　
守
る
こ
と
を
志
し
て
破
る
こ
と
を
得
た
る
の
頌
、
十
五
日
已
前
、
師
僧
は
此
間
を
離
る
る
こ
と
莫
れ
。
十
五
日
已
後
、
師
僧
は
此
間
に
住
ま
る
こ
と
莫
れ
。

か
く
の
ご
と
く

去
る
と
き
は
即
ち
汝
が
頭
を
打
ち
て
破
し
、
住
ま
る
と
き
も
即
ち
亦
た
如
然
す
。
去
ら
ず
住
ま
ら
ず
、
事
意
如
何
ん
。
是
な
る
こ
と
は
即
ち
是
な
る
も
擬
す

れ
ば
即
ち
差
す
。

・
是
即
是
擬
即
差
　
不
去
不
住
事
意
如
何（
頭
を
割
ら
れ
な
い
で
す
ま
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
）と
い
う
問
い
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
答
を
前
も
っ
て
払
お
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う
と
す
る
も
の
。

た
だ

　
見
聞
を
辞
す
る
の
頌
に
曰
く
、
好
く
住
ま
れ
逕
ち
に
分
離
せ
ん
、
幽
宗
は
人
跡
稀
な
り
。
従
来
未
だ
登
陟
せ
ず
、
計
と
し
て
狐
疑
を
遣
る
無
し
。

・
好
住
　
と
ど
ま
る
も
の
へ
の
別
れ
の
挨
拶
。

・
無
計
遣
狐
疑
　
狐
疑
を
遣
る
手
だ
て
が
全
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
は
な
ん
の
こ
と
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。

　
文
明
頌
、
頓
に
命
根
を
喪
し
て
、
威
徳
自
ら
足
り
、
一
物
も
似
ず
し
て
、
規
矩
現
前
す
。

　　
古
路
に
遵
う
の
頌
、
郎
中
に
与
う
、
心
を
虚
し
く
し
て
境
を
越
え
思
量
を
浄
す
、
句
裏
に
蹤
無
く
聲
外
に
詳
ら
か
に
す
。
文
字
の
影
像
駭
し
て
驚
覚
せ
し

む
、
動
容
弾
指
し
て
馨
香
に
飽
く
。

・
浄
　
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
盡
く
し
て
し
ま
う
。

・
文
字
影
像
云
々
の
句
読
み
に
く
い
。

　
董
兵
馬
使
の
与
に
説
示
す
る
の
偈
、
宿
に
心
意
を
静
め
て
山
中
に
到
り
し
は
、
半
偈
を
求
め
て
神
蹤
に
契
わ
ん
が
為
な
り
。
向
か
っ
て
道
う
も
却
っ
て
思

い
て
思
い
得
ず
、
却
っ
て
尋
思
の
碍
う
る
こ
と
を
被
り
て
通
ぜ
ず
。

　
ま
え
ま
え
か
ら
心
意
を
静
め
て
あ
な
た
が
山
中
に
来
ら
れ
た
の
は
、
半
偈
を
求
め
て
神
蹤
に
契
わ
ん
と
す
る
た
め
で
し
ょ
う
。そ
れ
な
の
に
云
っ
て
聞

か
せ
て
も
、
あ
れ
こ
れ
思
い
め
ぐ
ら
し
て
つ
ぼ
を
つ
か
み
得
ず
、
尋
思
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
通
じ
な
い
で
い
る
。

・
静
　
浄
と
通
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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專
志
頌
、
宛
轉
宛
轉
、
疑
見
を
究
盡
し
、
只
摩
に
分
明
に
し
て
、
無
生
は
戀
う
る
こ
と
を
已
む
。
内
外
思
わ
ざ
る
も
、
未
だ
眉
面
を
露
わ
に
せ
ず
。
夢
に

を
踏
む
が
如
く
、
人
を
驚
か
し
て
頓
に
変
ず
。

　
學
人
宗
教
、
宗
如
に
与
う
、
満
寺
の
釈
迦
子
、
未
だ
釈
迦
の
経
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
喚
び
来
た
り
て
試
み
に
共
に
語
れ
ば
、
口
を
開
き
て
雑
音
聲
。

お

　
三
句
後
意
頌
、
書
出
で
て
語
に
虚
多
く
、
虚
中
に
有
無
を
帯
ぶ
。
却
っ
て
書
前
に
向
い
て
會
し
て
、
意
中
の
珠
を
放
却
す
。

　
自
餘
の
化
縁
の
終
始
年
月
、
悉
く
實
録
に
彰
わ
る
。
勅
し
て
襲
燈
大
師
延
福
の
塔
と
謚
す
。

　
経
山
和
尚
、

山
に
嗣
ぐ
。
師
、
諱
は
鴻

、
未
だ
實
録
を
観
ず
。
師
、
両
浙
の
尚
父
た
り
。
大
王
礼
重
し
て
師
と
為
し
、
号
法
済
大
師
を
賜
う
。

　
師
、
初
め
て
出
世
せ
し
時
、
未
だ
方
便
を
具
せ
ず
し
て
穏
便
な
る
こ
と
を
得
ざ
り
き
。
此
れ
に
因
り
て
説
法
せ
ず
し
て
両
年
を
過
ご
し
得
た
り
。
後
忽
然

と
し
て
心
を
廻
ら
し
、
徒
弟
に
向
か
っ
て
曰
く
、
我
れ
聞
く
、
湖
南
の
石
霜
は
是
れ
作
家
の
知
識
な
り
、
と
。
我
が
一
百
来
の
少
師
中
、
豈
に
霊
利
の
者
無

か
し
こ

ゆ

か
ら
ん
や
。
誰
か
彼
中
に
去
き
て
懃
に
彼
中
の
気
道
を
學
び
、
転
じ
来
た
っ
て
密
に
老
漢
を
救
わ
ん
。

　
時
に
一
僧
有
り
、
全
表
と
名
づ
く
。
便
ち
辞
し
て
発
し
て
石
霜
に
到
る
。
恰
も
上
堂
の
日
に
遇
う
。
便
ち
問
を
置
き
て
曰
く
、
三
千
里
外
に
久
し
く
石
霜

し
た

を
響
う
。
到
来
す
る
に
什
摩
と
為
て
か
寸
歩
千
里
な
る
や
。
霜
云
く
、
我
れ
道
う
、
落
帯
、
手
長
か
ら
ず
、
と
。
此
れ
よ
り
石
霜
に
親
近
す
る
も
の
四
十
餘

日
、
後
本
山
に
却
歸
し
て
和
尚
を
成
持
せ
り
。
便
ち
来
由
有
り
て
上
堂
し
説
法
せ
り
。
時
に
人
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
短
。
師
云
く
、

螟
眼
裏

お
に
著
き
満
た
さ
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
長
。
師
云
く
、
千
聖
も
量
る
能
わ
ず
。

　
全
表
石
霜
に
却
歸
し
て
前
話
を
挙
似
す
。
石
霜
微
笑
し
て
曰
く
、
是
れ

が
和
尚
は
眞
實
の
道
人
な
り
。
全
表
却
っ
て
石
霜
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
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短
。
霜
云
く
、
屈
曲
す
る
こ
と
莫
し
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
長
。
霜
云
く
、
雙
陸
盤
中
喝
彩
せ
ず
。

た
と

　
全
表
、
此
の
因
縁
を
持
し
来
た
り
、
師
に
挙
似
す
。
師
歓
喜
し
て
便
ち
上
堂
し
、
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
南
風
吹
き
来
た
り
て
飽
く
ま
で

底
。
任
い

は

横
来
竪
来
し
、
十
字
縦
横
な
る
も
也
た

を
怕
れ
ず
。
時
に
人
有
り
て
問
う
、
与
摩
に
去
る
底
の
人
、
還
た
却
来
す
る
分
有
り
や
。
師
云
く
、
我
道
う
、
金

も
閉
ざ
し
得
ず
。

　
全
表
、
此
の
話
を
持
し
来
た
り
て
石
霜
に
挙
似
す
。
石
霜
當
日
便
ち
上
堂
し
、
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
今
日
、
径
山
の
消
息
の
来
る
有
り
。
諸
上
座
惣
に
径

ゆ

山
に
去
け
、
径
山
は
是
れ
眞
の
善
知
識
な
り
。
具
さ
に
前
話
を
挙
し
、
後
、
却
っ
て
衆
に
向
か
っ
て
曰
く
、
只
だ
径
山
の
与
摩
に
道
う
が
如
き
ん
ば
、
還
た

い
え
ど

十
成
な
る
こ
と
を
得
た
り
や
。
此
く
の
如
し
と
雖
然
も
、
只
だ
八
分
を
道
い
得
し
の
み
。
全
表
便
ち
出
て
来
た
り
て
問
う
、
与
摩
に
去
る
底
の
人
、
還
た
却

な

来
す
る
の
分
有
り
や
。
云
く
、
金

も
閉
ざ
し
得
ざ
る
も
、
来
た
り
て
什
摩
を
か
作
さ
ん
。

・
不
得
穏
便
　
し
っ
く
り
と
い
か
な
い
。

・
気
道
　
香
厳
の
伝
参
照
。

・
寸
歩
千
里
　
石
霜
の
境
界
の
高
さ
を
云
っ
た
も
の
。

・
落
帯
手
不
長
　
の
ち
の
長
短
の
問
答
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
意
味
不
明
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
一
段
全
体
の
意
味
も
ま
た
不
明

と
な
っ
て
い
る
。

・
成
持
　
巻
十
四
馬
祖
の
伝
に
出
る
黄
三
郎
の
話
し
参
照
。

・
来
由
　
巻
十
長
慶
の
伝
に
「
初
参
見
雪
峯
、
學
業
辛
苦
、
不
多
得
霊
利
。
雪
峯
見
如
是
次
第
、
断
他
云
、
我
与

死
馬
醫
法
、

還
甘
也
無
。
師

對
云
、
依
師
處
分
。
峯
云
、
不
用
一
日
三
度
五
度
上
来
、
但
如
山
裏
燎
火
底
樹
種
子
相
似
、
息
却
身
心
遠
則
十
年
、
中
則
七
年
、
近
則
三
年
、
必

有
来
由
云
々
」
と
あ
る
。
き
っ
か
け
。

・

螟
　
蚊
の
ま
つ
げ
に
巣
喰
う
と
い
う
わ
れ
る
虫
の
名
。

・
喝
彩
　
サ
イ
コ
ロ
を
使
っ
て
の
バ
ク
チ
で
、
勝
ち
目
を
出
す
た
め
に
気
合
い
を
か
け
る
こ
と
。
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ゆ

　
石
霜
久
住
の
道
明
上
座
、
径
山
に
去
か
ん
と
欲
す
。
石
霜
に
辞
し
て
、
發
す
る
に
臨
み
し
時
便
ち
問
う
、
一
毫
も
て
、
衆
穴
を
穿
つ
時
如
何
ん
。
霜
云
く
、

ま
か

須
く
万
年
を
得
べ
し
。
進
ん
で
曰
く
、
直
に
万
年
を
得
し
後
如
何
ん
。
霜
云
く
、
光
靴
な
る
こ
と
は

の
光
靴
な
る
に
聴
す
。
白
俊
な
る
こ
と
は

の
白
俊

な
る
に
聴
す
。

　
明
上
座
は
此
の
問
を
持
し
て
径
山
に
来
た
れ
り
。
便
ち
問
う
て
曰
く
、
一
毫
も
て
衆
穴
を
穿
つ
時
如
何
ん
。
云
く
、
須
く
老
を
得
べ
し
。
進
ん
で
曰
く
、
直

に
老
を
得
し
後
如
何
ん
。
云
く
、
登
科
す
る
こ
と
は

の
登
科
す
る
に
聴
す
、

を
抜
く
こ
と
は

の
髄
を
抜
く
に
聴
す
。

・
須
得
万
年
　
一
万
年
も
経
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

・
光
靴
　
葛
藤
語
箋
に
、（
伝
灯
録
）鈔
、
一
山
曰
、
光
靴
、
修
治
完
美
也
。

・
白
俊

不
詳
。

わ
す

　
霊
雲
和
尚
、

山
に
嗣
ぐ
、
福
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
志
懃
、
福
州
の
人
な
り
。
一
た
び
大

に
造
り
て
其
の
示
教
を
聞
く
や
、
畫
夜
疲
れ
を
亡
る
る
こ

と
考
妣
を
喪
う
が
如
く
す
。
能
く
喩
を
為
す
莫
し
。
偶
ま
春
時
に
花
蘂
繁
花
な
る
を
観
て
忽
然
と
し
て
發
悟
せ
り
。
喜
び
自
ら
勝
え
ず
乃
ち
一
偈
を
作
り
て

よ

曰
く
、
三
十
年
来
剣
客
を
尋
ね
、
幾
た
び
か
花
の
發
し
幾
た
び
か
枝
を
抽
ん
ず
る
に
逢
う
。
一
た
び
桃
の
花
を
見
て
自
従
り
後
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で
更

に
疑
わ
ず
。
因
り
て

山
和
尚
に
白
し
て
、
其
の
悟
旨
を
説
け
り
。

山
云
く
、
縁
よ
り
悟
達
せ
し
は
、
永
く
退
失
す
る
こ
と
無
し
。
汝
今
既
に

り
、
善

く
自
ら
護
持
せ
よ
。
遂
に
錫
を
甌

に
返
す
。

は

　
玄
沙
に
挙
似
す
。
玄
沙
云
く
、
諦
當
な
る
こ
と
は
甚
だ
諦
當
な
る
も
敢
え
て
保
す
、
未
徹
在
。
僧
進
ん
で
問
う
、
正
に
是
な
り
、
和
尚
は
還
た
徹
せ
る
や
。

玄
沙
云
く
、
須
く
与
摩
に
し
て
始
め
て
得
べ
し
。
師
云
く
、
古
に
亘
り
今
に
亘
る
。
玄
沙
云
く
、
甚
だ
好
し
。
師
云
く
、

、

。

　
玄
沙
、
師
に
頌
を
送
り
て
曰
く
、
三
十
年
来
只
だ
常
の
如
き
の
み
、
幾
廻
か
葉
を
落
と
し
て
毫
光
を
放
つ
。
此
れ
従
り
一
た
び
雲
霄
の
外
に
去
り
、
圓
音

躰
性
は
法
王
に
應
ず
。
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し
ぼ

　
中
塔
頌
あ
り
て
曰
く
、
諦
當
恒
然
と
し
て
古
今
に
亘
る
、
未
徹
見
聞
實
に
甚
深
。
現
現
に
運
轉
す
三
十
載
、
春
盡
き
て
花
を
萎
ま
し
君
が
心
に
示
す
。

　
師
、
初
め
て
霊
應
を
創
め
、
後
、
霊
雲
に
住
す
。
玄
徒
臻
湊
せ
り
。

・
僧
進
問
正
是
也
　
巻
十
玄
沙
の
伝
に
お
い
て
は
、
雲
曰
正
是
と
あ
っ
て
、
師
が
云
っ
た
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
は
、
ま
さ
に
そ
う
で
す
。
つ

ま
り
徹
と
い
う
よ
う
な
徹
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
う
。

　
長
慶
初
め
て
参
見
せ
し
と
き
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
法
の
大
意
。
師
云
く
、
驢
使
未
だ
了
せ
ざ
る
に
馬
使
到
来
せ
り
。

・
驢
使
馬
使
　
伝
灯
録
で
は
驢
事
馬
事
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
バ
相
手
の
用
事
が
済
ま
な
い
う
ち
に
、
ウ
マ
相
手
の
用
事
が
到
来
し
た
。
や
れ
や
れ
も

う
う
ん
ざ
り
だ
。

　
雪
峯
の
僧
来
た
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
出
世
せ
し
時
の
事
。
師
、
拂
子
を
竪
起
す
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
未
だ
出
世
せ
ざ
る
時

の
事
。
師
又
た
拂
子
を
竪
起
す
。
其
の
僧
便
ち
發
し
て
雪
峯
に
上
る
。

　
雪
峯
問
う
、
廻
る
こ
と
太
だ
速
き
か
。
其
の
僧
云
く
、
佛
法
を
問
う
て
相
い
當
ら
ず
。
所
以
に
却
歸
し
来
た
れ
り
。
雲
峯
云
く
、

挙
し
看
よ
。
其
の
僧

便
ち
前
話
を
挙
せ
り
。
雪
峯
云
く
、

、
我
に
問
え
、
我
、

が
与
に
道
わ
ん
。
僧
便
ち
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
出
世
せ
し
時
の
事
、
雪
峯
拂
子
を
竪

起
す
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
未
だ
出
世
せ
ざ
る
時
の
事
。
雪
峯
拂
子
を
放
下
す
。
僧
便
ち
礼
拝
す
。
雪
峯
便
ち
之
を
打
ち
、
出
で
よ
と
喝
す
。

　
僧
、
玄
沙
に
挙
似
す
。
玄
沙
云
く
、
譬
え
ば
一
片
の
地
の
如
し
、
契
を
作
り
て
売
り
て
汝
に
与
う
る
こ
と
惣
じ
て
了
れ
り
。
東
西
四
畔
並
び
に

に
属
し

な

了
れ
り
、
唯
だ
中
心
の
一
樹
有
り
て
由
お
我
に
属
す
。

・
僧
便
礼
拝
　
仏
法
を
問
う
て
相
い
当
た
っ
た
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

・
作
契
　
売
買
契
約
書
を
作
る
こ
と
。

・
こ
の
問
答
は
伝
灯
録
十
六
雪
峯
の
伝
に
あ
り
、
割
注
に
「
崇
壽
稠
云
、
為
當
打
伊
解
處
、
別
有
道
理
」
と
あ
る
。
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雪
峯
、
衆
に
示
し
て
云
く
、
山
上
の
鳥
、
水
裏
の
魚
、
什
摩
人
か
取
り
得
る
。
僧
有
り
て
師
に
挙
似
せ
り
。
云
く
、
前
三
三
、
後
三
三
。
雪
峯
挙
す
る
を

聞
き
て
、
云
く
、
霊
雲
頂
上
孤
月
明
ら
か
な
り
。

・
神
僧
伝
八
「
無
著
文
喜
禅
師
、
入
五
甦
山
、
求
見
文
殊
。
忽
見
山
翁
、（
中
略
）著
問
、
此
間
佛
法
如
何
住
持
。
曰
、
龍
蛇
混
雑
、
凡
聖
同
居
。
曰
、

衆
幾
何
。
曰
、
前
三
三
、
後
三
三
」、
ま
た
祖
堂
集
十
二
龍
廻
の
伝
に
「
問
、
古
人
道
、
前
三
三
、
後
三
三
、
意
作
摩
生
。
師
云
、
西
山
日
出
、
東

山
月
没
」
と
あ
る
。

い
ぶ
か

　
問
う
、
諸
方
は
盡
く
皆
な
雑
食
す
。
未
審
し
和
尚
如
何
ん
。
師
云
く
、
唯
だ

中
の
異
有
り
、
雄
雄
と
し
て
海
涯
を
鎮
む
。

・
雑
食
　
巻
二
、
第
二
十
祖
闍
夜
多
尊
者
の
語
に
「
我
不
一
食
、
亦
不
雑
食
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ま
た
、
巻
九
、
九
峯
の
伝
に
「
問
、
古
人
有
言
、

眞
心
妄
心
、
此
意
如
何
。
師
云
、
是
立
眞
顕
妄
。
如
何
是
眞
心
。
師
云
、
不
雑
食
云
々
」
と
あ
る
。

な

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。
師
云
く
、
彩
気
夜
に
常
に
動
く
も
、
精
霊
日
に
逢
う
こ
と
少
し
。

・
彩
気
云
々
　
夜
ご
と
ち
ら
ち
ら
と
何
か
好
い
こ
と
の
起
こ
り
そ
う
な
気
配
が
動
く
が
、
昼
に
な
る
と
何
も
現
れ
な
い
。

し

な

　
問
う
、
久
し
く
沙
場
に
戦
う
に
、
什
摩
と
為
て
か
功
名
就
ら
ざ
る
。
師
云
く
、
君
王
道
有
り
て
三
辺
静
か
、
何
ぞ
万
里
に
長
城
を
築
く
こ
と
を
労
せ
ん
。
進

い

か

ん

ん
で
曰
く
、
干
戈
を
罷
息
し
て
縮
手
し
て
歸
朝
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
慈
雲
普
く
潤
し
て
辺
際
無
き
も
、
枯
樹
の
花
無
き
を
争
奈
何
せ
ん
。

・
久
戦
沙
場
　
漢
の
將
軍
李
廣
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。

・
三
辺
　
国
境
地
帯
。
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問
う
、
混
沌
未
分
の
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
露
柱
の
兒
を
懐
す
る
が
如
し
。
進
ん
で
曰
く
、
含
生
し
来
た
り
し
後
如
何
ん
。
師
云
く
、
一
片
の
雲
、
大
清

は

に

ず
る
が
如
し
。
進
ん
で
曰
く
、
只
だ
大
清
の
如
き
は
還
た

ず
る
こ
と
を
受
く
る
や
。
師
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
含
生
し
来
た
ら
じ
。
進
ん
で
曰
く
、
直

な

に
純
清
に
し
て

を
絶
す
る
を
得
し
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
由
お
是
れ
眞
常
流
注
す
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
眞
常
流
注
。
師
云
く
、
鏡
の
常
に

明
ら
か
な
る
が
如
し
。
進
ん
で
曰
く
、
未
審
し
、
向
上
に
還
た
事
有
り
や
。
師
曰
く
、
有
り
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
向
上
の
事
。
師
云
く
、
鏡

を
打
破
し
来
た
っ
て
相
見
せ
よ
。

　
問
う
、
混
沌
未
分
の
時
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
露
柱
が
児
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
進
ん
で
云
う
、
児
を
生
ん
だ
あ
と
は
ど
う
で
す
か
。

師
が
云
う
、
一
片
の
雲
が
青
空
に
点
ず
る
よ
う
な
も
の
だ
。
進
ん
で
云
う
、
青
空
は
点
ず
る
こ
と
を
受
け
つ
け
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
受
け
つ
け
れ
ば
児

を
生
む
ま
い
。
進
ん
で
云
う
、
純
清
で
点
を
絶
し
た
と
し
て
い
か
が
で
す
か
。
師
が
云
う
、
そ
れ
で
も
眞
常
流
注
だ
。
進
ん
で
云
う
、
ど
う
い
う
の
が
眞

常
流
注
で
す
か
。
師
が
云
う
、
常
に
明
澄
な
鏡
の
よ
う
な
も
の
だ
。
進
ん
で
云
う
、
た
ず
ね
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
さ
き
に
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
師

が
云
う
、
有
る
。
進
ん
で
云
う
、
ど
う
い
う
の
が
そ
れ
か
ら
さ
き
の
事
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
鏡
を
打
破
し
て
か
ら
相
見
し
な
さ
い
。

・
一
片
雲

大
清
　
楞
厳
経
九
「
當
知
虚
空
生
汝
心
内
、
猶
如
片
雲

大
清
裏
。
況
諸
世
界
在
虚
空
耶
。
汝
等
一
人
發
眞
歸
之
、
此
十
方
空
皆
悉
銷

殞
。
云
何
空
中
所
有
國
土
而
不
振
裂
」。

・
眞
常
流
注
　
宝
鏡
三
昧
に
も
見
え
る
。
眞
常
は
楞
厳
経
四
に
「
若
棄
生
滅
、
守
於
眞
常
、
常
光
現
前
」
な
ど
と
見
え
る
。

い
ぶ
か

な

　
問
う
、
摩
尼
、
衆
色
に
随
わ
ず
、
未
審
し
什
摩
色
を
作
す
や
。
師
云
く
、
白
色
を
作
す
。
進
ん
で
曰
く
、
這
个
は
是
れ
衆
な
り
。
師
云
く
、
玉
は
本
よ
り

無
し
、
相
如
は
秦
主
を
誑
か
せ
り
。

・
相
如
　
藺
相
如
。

　
問
う
、
君
王
出
陣
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
呂
才
は
虎
耳
を
葬
る
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
呂
才
は
虎
耳
を
葬
る
。
師
云
く
、
坐
し
て
白
衣
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お
か

天
を
見
る
。
進
ん
で
曰
く
、
王
今
何
に
か
在
る
。
師
云
く
、
龍
顔
を
触
す
莫
れ
。

・
呂
才
　
唐
高
宗
の
人
。
詔
を
受
け
て
陰
陽
家
の
書
を
刪
定
し
た
。

・
葬
虎
耳
　
出
陣
の
時
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
結
果
、
い
な
が
ら
に
し
て
天
子
が
む
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

白
衣
天
は
原
文
自
衣
天
。
伝
灯
録
に
よ
っ
て
改
め
る
。

さ
ば

　
王
敬
初
常
侍
、

山
に
嗣
ぐ
、
因
み
に
米
和
尚
の
来
た
る
を
見
て
、
公
は
筆
を
竪
起
す
。
米
和
尚
云
く
、
還
た
虚
空
を
判
き
得
る
や
。
天
官
、
筆
を
案
上

に
抛
げ
て
便
ち
宅
に
入
り
、
更
に
出
で
て
見
ず
。
米
乃
ち
疑
を
到
せ
り
。

　
公
は
襄
州
延
慶
寺
祖
師
堂
の
雙
聲
の
碑
文
を
制
せ
し
者
是
な
り
。
祖
教
を
稱
揚
し
て
玄
猷
に
洞
契
し
、
理
は
金
石
の
聲
を
含
み
、
文
は
風
雲
の
韻
を
抱
く
。

廣
く
世
に
行
わ
れ
た
り
。

よ

　
臨
済
和
尚
、
黄
檗
に
嗣
ぐ
、
鎮
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
義
玄
、
姓
は
刑
、
曹
南
の
人
な
り
。
黄
檗
の

機
に
契
い
て
自
り
乃
ち
化
を
河
北
に
闡
け
り
。
提

綱
峻
速
に
し
て
示
教
幽
深
な
り
。
其
れ
樞
祕
に
於
い
て
示
誨
を
陳
べ
難
く
、
略
し
て
少
分 

を
申
べ
ん
。

ば
か

　
師
、
時
有
っ
て
衆
に
謂
い
て
云
く
、
山
僧
、
分
明
に

に
向
か
っ
て
道
う
、
五
陰
身
田
、
内
に
無
位
の
眞
人
有
り
。
堂
堂
と
し
て
露
現
し
、
毫
髪
許
り
の

間
隔
無
し
。
何
ぞ
識
取
せ
ざ
る
。

　
時
に
僧
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
無
位
の
眞
人
。
師
便
ち
之
を
打
ち
て
云
く
、
無
位
の
眞
人
是
れ
什
摩
の
不
浄
の
物
ぞ
。

　
雪
峯
挙
す
る
を
聞
き
て
云
く
、
林
際
太
だ
好
手
な
る
に
似
た
り
。

　
師
は
あ
る
と
き
衆
に
向
か
っ
て
云
っ
た
、
わ
し
は
は
っ
き
り
と
諸
君
に
云
お
う
、
五
陰
身
田
、
内
に
無
位
の
眞
人
が
い
る
。
堂
堂
と
あ
ら
わ
れ
、
髪
一



祖
堂
集
第
巻
十
九

江
西
下
巻
第
六
曹
渓
五
代
法
孫

七
九
三

す
じ
ば
か
り
の
へ
だ
て
も
な
い
。
し
っ
か
り
見
て
と
っ
て
は
ど
う
だ
。

　
時
に
あ
る
僧
が
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
無
位
の
眞
人
で
す
か
。
師
は
僧
を
打
っ
て
云
う
、
無
位
の
眞
人
と
は
な
ん
と
い
う
不
浄
な
も
の
か
。

　
雪
峯
が
そ
の
話
を
聞
い
て
云
う
、
林
際
和
尚
は
な
か
な
か
出
来
物
だ
。

・
什
摩
不
浄
之
物
　
什
摩
は
こ
こ
で
は
疑
問
詞
で
は
な
く
感
嘆
詞
。

　
師
、
落
浦
に
問
う
、
従
上
、
一
人
は
棒
を
行
じ
、
一
人
は
喝
を
行
ず
る
有
り
。
還
た
親
疎
有
り
や
。
落
浦
云
く
、
某
甲
の
見
る
所
の
如
き
ん
ば
、
両
个
と

そ

も

さ

ん

も
惣
に
親
な
ら
ず
。
師
云
く
、
親
處
作
摩
生
。
落
浦
遂
に
喝
す
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。

こ
の

　
因
み
に
徳
山
、
僧
の
参
ず
る
を
見
て
、
愛
ん
で

打
す
。
師
委
し
得
て
、
侍
者
を
し
て
徳
山
に
到
ら
し
む
、
汝
を
打
た
ば
汝
は
便
ち
柱
杖
を
接
取
し
、
柱

杖
を
以
て
打
つ
こ
と
一
下
せ
よ
、
と
。

　
侍
者
遂
に
徳
山
に
到
り
、
皆
な
師
指
に
依
れ
り
。
徳
山
便
ち
丈
室
に
歸
れ
り
、
侍
者
却
歸
し
て
挙
似
せ
り
。
師
云
く
、
従
来
、
這
个
の
老
漢
を
疑
え
り
。

　
徳
山
は
、
修
行
僧
が
参
じ
て
来
る
と
、
好
ん
で
追
い
た
て
て
は
棒
で
打
っ
た
が
、
師
は
そ
れ
を
心
得
て
、
侍
者
を
徳
山
に
行
か
せ
た
、
徳
山
和
尚
が
お

前
さ
ん
を
打
っ
た
ら
、
す
ぐ
柱
杖
を
頂
戴
し
て
、
柱
杖
で
和
尚
を
一
つ
ぶ
っ
た
た
き
な
さ
い
。

　
侍
者
は
徳
山
に
や
っ
て
来
て
、
す
べ
て
師
の
指
図
ど
お
り
に
行
っ
た
。
す
る
と
徳
山
は
丈
室
に
歸
っ
た
。
侍
者
は
歸
っ
て
来
て
師
に
挙
似
し
た
。
師
は

云
う
、
ま
え
ま
え
か
ら
こ
の
老
漢
は
く
さ
い
と
に
ら
ん
で
い
た
。

　
因
み
に
僧
の
侍
立
す
る
次
い
で
、
師
、
拂
子
を
竪
起
せ
り
。
僧
便
ち
礼
拝
す
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。

　
後
、
因
み
に
僧
の
侍
立
す
る
次
い
で
、
師
、
拂
子
を
竪
起
せ
り
。
其
の
僧
並
び
に
顧
み
ず
。
師
亦
た
之
を
打
つ
。
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雲
門
代
わ
っ
て
云
く
、
只
だ
専
甲
に
宜
し
き
の
み
。

・
只
宜
専
甲
　
こ
の
わ
た
し
な
ら
ち
ゃ
ん
と
打
た
れ
ず
に
や
っ
て
み
せ
る
。
そ
う
い
う
わ
た
し
に
の
み
も
っ
て
こ
い
の
機
会
で
あ
っ
た
。

　
黄
檗
和
尚
、
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
余
が
昔
時
同
じ
く
大
寂
に
参
ぜ
し
道
友
、
名
づ
け
て
大
愚
と
曰
う
。
此
の
人
諸
方
に
行
脚
し
て
法
眼
明
徹
な
り
。
今
、
高

た

安
に
在
り
。
顧
だ
群
居
を
好
ま
ず
、
獨
り
山
舎
に
栖
め
り
。
余
と
相
い
別
れ
し
時
、
叮
嘱
し
て
云
く
、
他
後
或
い
は
霊
利
の
者
に
逢
わ
ば
、
一
人
を
指
さ
し

て
来
た
り
て
相
い
訪
わ
し
め
よ
、
と
。

　
時
に
師
、
衆
に
在
り
て
聞
き
已
り
、
便
ち
往
き
て
造
謁
せ
り
。
既
に
其
の
所
に
到
る
や
具
さ
に
上
説
を
陳
ぜ
り
。
夜
間
に
至
り
て
大
愚
前
に
於
い
て
瑜
伽

こ
た

論
を
説
き
、
唯
識
を
譚
じ
、
復
た
問
難
を
申
べ
た
り
。
大
愚
畢
夕
悄
然
と
し
て
對
え
ず
、
旦
の
来
た
る
に
至
る
に
及
び
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、
老
僧
獨
り
山

舎
に
居
す
。
子
の
遠
く
来
た
る
を
念
い
且
く
延
い
て
一
宿
せ
し
む
る
に
、
何
が
故
に
夜
間
、
吾
が
前
に
於
い
て
羞
慙
無
く
も
不
浄
を
放
ち
し
や
。
言
い
訖
る

や
之
を
杖
す
る
こ
と
數
下
し
て
推
出
し
、
門
を
関
却
せ
り
。

　
師
、
黄
檗
に
廻
り
て
復
た
上
説
を
陳
ぜ
り
。
黄
檗
聞
き
已
っ
て
稽
首
し
て
曰
く
、
作
者
、
猛
火
の
燃
ゆ
る
が
如
し
。
子
の
人
に
遇
い
し
こ
と
を
喜
ぶ
。
何

ぞ
乃
ち
虚
し
く
往
き
し
や
。

ゆ

ま
み

　
師
又
た
去
き
、
復
た
大
愚
に
見
ゆ
。
大
愚
曰
く
、
前
時
は
慙
愧
無
し
。
今
日
何
が
故
に
又
た
来
た
る
や
。
言
い
訖
っ
て
便
ち
棒
し
、
門
を
推
出
す
。
師
復

た
黄
檗
に
返
り
、
啓
し
て
和
尚
に
聞
す
ら
く
、
此
廻
再
び
返
る
。
是
れ
空
し
く
歸
ら
ず
。
黄
檗
曰
く
、
何
が
故
に
此
く
の
如
き
や
。
師
曰
く
、
一
棒
の
下
に

た
と

於
い
て
佛
境
界
に
入
れ
り
、
假
使
い
百
劫
粉
骨
砕
身
し
、
頂
き
に

げ
て
須
弥
山
を
遶
る
こ
と
無
量

を
経
る
も
、
此
の
深
恩
を
報
ず
る
こ
と
、
酬
い
得
可

き
莫
し
。
黄
檗
聞
き
已
っ
て
、
之
を
喜
ぶ
こ
と
常
に
異
り
て
曰
く
、
子
且
く
解
歇
し
、
更
に
自
ら
出
身
せ
よ
。

ほ
っ

　
師
は
旬
日
を
過
ご
し
て
又
た
黄
檗
を
辞
し
、
大
愚
の
所
に
至
れ
り
。
大
愚

か
に
見
て
便
ち
師
を
棒
せ
ん
と
擬
す
。
師
は
棒
子
を
接
得
し
則
ち
便
ち
抱
き

て
大
愚
を
倒
し
、
乃
ち
其
の
背
に
就
い
て
之
を

す
る
こ
と
數

す
。
大
愚
遂
に
連
り
に

頭
し
て
曰
く
、
吾
れ
獨
り
山
舎
に
居
し
、
將
に
謂
え
り
、
空
し

く
一
生
を
過
ご
す
か
と
、
期
せ
ざ
り
き
、
今
日
却
っ
て
一
子
を
得
ん
と
は
。
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か
れ

　
先
の
招
慶
和
尚
、
挙
し
終
わ
っ
て
乃
ち
師
演
侍
者
に
問
う
て
曰
く
、
既
に
他
に
因
り
て
得
悟
せ
し
に
、
何
を
以
て
か
却
っ
て

を
將
て
他
を
打
ち
し
や
。
侍

者
曰
く
、
當
時
の
教
化
は
全
く
佛
に
因
る
。
今
日
の
威

は
惣
に
君
に
属
す
。

　
師
は
此
れ
に
因
り
て
大
愚
に
侍
奉
し
て
十
餘
年
を
経
た
り
。
大
愚
遷
化
に
臨
み
し
時
、
師
に
嘱
し
て
云
く
、
子
自
ら
平
生
に
負
か
ざ
れ
。
又
た
乃
ち
吾
が

一
世
を

え
し
む
。
已
後
、
出
世
し
て
心
を
傅
え
ん
に
、
第
一
、
黄
檗
を
忘
る
る
こ
と
莫
れ
。
自
後
、
師
は
鎮
府
に
於
い
て
匡
化
せ
り
。
黄
檗
を
承
け
し
と

雖
も
常
に
大
愚
を
讃
ぜ
り
。
化
門
に
至
り
て
は
多
く
喝
棒
を
行
ぜ
り
。

　
黄
檗
和
尚
が
大
衆
に
告
げ
て
云
っ
た
、
わ
し
は
昔
し
、
と
も
に
大
寂
和
尚
に
参
じ
た
道
友
に
名
は
大
愚
と
い
う
の
が
い
る
。
こ
の
ご
仁
は
諸
方
に
行
脚

し
法
眼
明
徹
で
あ
る
。
今
は
高
安
に
い
る
。
た
だ
群
居
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
ひ
と
り
山
舎
に
住
ん
で
お
る
。
わ
し
と
別
れ
ぎ
わ
に
こ
と
づ
け
て
云
う
に

は
、
の
ち
の
ち
も
し
霊
利
の
者
に
逢
っ
た
ら
一
人
よ
こ
し
て
た
ず
ね
さ
せ
て
く
れ
、
と
。

　
そ
の
時
、
師
は
大
衆
に
在
っ
た
が
、
話
を
聞
く
と
す
ぐ
出
か
け
て
行
っ
て
お
目
ど
お
り
願
っ
た
。
そ
こ
に
到
着
す
る
と
く
わ
し
く
前
の
話
を
の
べ
た
。

夜
に
な
る
と
大
愚
の
前
で
瑜
伽
論
を
説
き
、
唯
識
を
談
じ
、
お
ま
け
に
問
難
を
し
む
け
た
。
大
愚
は
畢
夕
ひ
っ
そ
り
と
し
て
答
え
な
か
っ
た
。
明
け
方
に

な
る
と
師
に
向
か
っ
て
云
っ
た
、
わ
し
は
ひ
と
り
山
舎
に
住
ん
で
お
る
。
あ
ん
た
が
遠
く
か
ら
来
た
の
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
、
ま
あ
と
ど
め
て
一
晩
と
め

て
や
っ
た
の
だ
。
ど
う
し
て
夜
の
あ
い
だ
わ
し
の
前
で
は
ず
か
し
く
も
な
く
不
浄
を
た
れ
な
が
し
た
の
だ
。そ
う
言
い
お
わ
る
と
師
を
杖
で
数
回
打
ち
す

え
、
追
い
出
し
て
門
の
か
ん
ぬ
き
を
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

や
り
て

　
師
は
黄
檗
に
返
っ
て
、
出
来
事
を
話
し
た
。
黄
檗
は
聞
き
お
わ
る
と
稽
首
し
て
云
う
、
作
家
だ
、
猛
火
が
燃
え
る
よ
う
だ
。
お
前
さ
ん
が
人
物
に
出
会
っ

て
喜
ば
し
い
、
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
む
な
し
く
行
っ
た
の
だ
。

ま
み

　
師
は
ま
た
行
っ
て
ふ
た
た
び
大
愚
に
見
え
た
。
大
愚
が
云
う
、
こ
の
あ
い
だ
は
慙
愧
無
し
だ
。
ど
う
し
て
今
日
は
ま
た
来
た
の
だ
。
そ
う
云
い
お
わ
る

と
棒
で
た
た
い
て
門
を
追
い
出
し
た
。
師
は
ふ
た
た
び
黄
檗
に
返
っ
て
和
尚
に
申
し
上
げ
る
よ
う
、
こ
の
た
び
ふ
た
た
び
返
っ
て
来
ま
し
た
の
は
、
た
だ

歸
っ
て
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
黄
檗
が
云
う
、
ど
う
し
て
そ
う
な
の
だ
。
師
が
云
う
、
一
棒
の
下
で
佛
境
界
に
入
り
ま
し
た
。
た
と
い
百
劫
の
あ
い

だ
粉
骨
砕
身
し
、
頂
き
に
さ
さ
げ
て
須
弥
山
を
め
ぐ
っ
て
無
量

し
ま
し
ょ
う
と
も
、
こ
の
深
恩
に
報
い
る
こ
と
は
酬
い
き
れ
ま
せ
ん
。
黄
檗
は
そ
れ
を
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聞
い
て
喜
ぶ
こ
と
常
に
こ
と
な
っ
て
云
っ
た
、
お
前
さ
ん
ま
あ
休
ん
で
、
さ
ら
に
自
分
で
出
身
し
な
さ
い
。

　
師
は
旬
日
を
過
ご
す
と
ま
た
黄
檗
に
別
れ
を
告
げ
て
大
愚
の
所
へ
行
っ
た
。大
愚
は
見
た
と
た
ん
師
に
棒
を
く
ら
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
師
は
棒
子
を
受

け
取
っ
て
大
愚
を
抱
き
か
か
え
て
た
お
し
、
そ
の
背
中
を
こ
ぶ
し
で
数
度
な
ぐ
り
つ
け
た
。
大
愚
は
し
き
り
に
う
な
づ
い
て
云
っ
た
、
わ
し
は
ひ
と
り
山

舎
に
住
ん
で
、
空
し
く
一
生
を
過
ご
す
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
今
日
一
子
を
得
る
と
は
思
わ
な
ん
だ
。

　
先
の
招
慶
和
尚
が
こ
の
話
柄
を
と
り
あ
げ
て
師
演
侍
者
に
問
う
て
云
う
、彼
に
よ
っ
て
得
悟
し
た
の
に
ど
う
し
て
彼
を
こ
ぶ
し
で
打
っ
た
の
か
。侍
者

が
い
う
、
そ
の
か
み
の
教
化
は
全
く
仏
に
よ
り
、
今
日
の
威
挙
は
ま
っ
た
く
君
に
属
す
る
。

　
師
は
こ
の
因
縁
で
大
愚
に
侍
奉
し
て
十
余
年
を
す
ご
し
た
。
大
愚
が
遷
化
に
の
ぞ
ん
だ
と
き
、
師
に
こ
と
づ
け
て
云
っ
た
、
お
前
さ
ん
、
わ
し
の
日
頃

の
ね
が
い
に
そ
む
い
て
は
な
ら
な
い
、ま
た
わ
し
の
一
生
が
終
わ
っ
た
の
ち
、世
に
出
て
心
を
伝
え
る
と
き
、決
し
て
黄
檗
和
尚
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
後
、
師
は
鎮
州
府
で
教
化
し
た
。
黄
檗
の
法
を
嗣
い
だ
け
れ
ど
も
常
に
大
愚
を
た
た
え
た
。
化
門
に
お
い
て
は
多
く
棒
喝
を
行
じ
た
。

・
余
昔
時
同
参
大
寂
道
友
名
曰
大
愚
　
黄
檗
が
大
愚
と
と
も
に
馬
祖
道
一
に
参
じ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
顧
不
好
群
居
　
原
文
は
願
不
好
群
居
、
願
で
は
通
じ
な
い
の
で
今
改
め
る
。

・
大
愚
畢
夕
悄
然
　
原
文
悄
然
は
峭
然
。

・
當
時
教
化
全
因
佛
今
日
威
挙
惣
属
君
。
　
當
時
は
出
身
以
前
、
今
日
は
出
身
以
後
、
君
は
臨
済
。
出
身
と
は
悟
境
に
達
す
る
こ
と
。

　
時
有
っ
て
衆
に
謂
っ
て
云
く
、
但
だ
一
切
時
中
、
更
に
間
断
す
る
こ
と
莫
れ
。
触
目
皆
な
是
な
り
。
何
に
因
り
て
か
會
せ
ざ
る
。
只
だ
情
生
ず
れ
ば
智
隔

て
ら
れ
、
想
變
ず
れ
ば
體
殊
な
る
が
為
に
、
所
以
に
三
界
に
輪
廻
し
て
種
種
の
苦
を
受
く
。
大
徳
、
心
法
無
形
に
し
て
十
方
に
通
貫
す
。
眼
に
在
っ
て
は
見

る
と
曰
い
、
耳
に
在
っ
て
は
聞
く
と
曰
い
、
手
に
在
っ
て
は
執
捉
し
、
脚
に
在
っ
て
は
運
奔
す
。
本
と
是
れ
一
精
明
、
分
か
れ
て
六
和
合
と
成
る
。
心
若
し

生
じ
ざ
れ
ば
随
處
に
解
脱
す
。

　
大
徳
、
山
僧
が
見
處
を
得
ん
と
欲
す
れ
ば
、
報
化
佛
頭
を
坐
断
せ
よ
。
十
地
満
心
も
猶
お
客
作
兒
の
如
か
ら
ん
。
何
を
以
て
此
く
の
如
き
や
。
盖
し
三
祇
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劫
空
に
達
せ
ざ
る
が
為
め
に
、
所
以
に
此
の
障
り
有
り
。
若
し
是
れ
眞
正
の
道
流
な
ら
ば
、
盡
く
此
の
如
く
な
ら
ず
。

ほ
ぼ

　
大
徳
、
山
僧
略
諸
人
の
為
に
大
約
し
て
綱
宗
を
話
破
せ
り
。
切
に
須
く
自
ら
看
ず
べ
し
。
時
光
を
惜
し
む
可
し
。
各
自
に
努
力
せ
よ
。

　
あ
の
時
大
衆
に
向
か
っ
て
云
っ
た
、
た
だ
一
切
時
中
、
決
し
て
中
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
目
に
ふ
れ
る
も
の
す
べ
て
が
是
な
の
だ
。
ど
う

し
て
解
ら
な
い
か
と
い
え
ば
、
情
が
生
ず
れ
ば
智
が
へ
だ
て
ら
れ
、
想
が
変
化
す
れ
ば
身
体
が
こ
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
三
界
に
輪
廻
し
、
種
種
の
苦
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

　
大
徳
、
心
法
は
無
形
で
十
方
に
通
貫
す
る
。
眼
に
在
っ
て
は
見
る
と
い
い
、
耳
に
在
っ
て
は
聞
く
と
い
い
、
手
に
在
っ
て
は
と
ら
え
、
脚
に
在
っ
て
は

は
こ
ぶ
。「
本
と
是
れ
一
精
明
、
分
か
れ
て
六
和
合
と
成
る
」

。
心
が
生
じ
な
け
れ
ば
随
處
に
解
脱
す
る
。

　
大
徳
、
こ
の
わ
し
の
見
處
を
得
よ
う
と
思
う
な
ら
、
報
仏
化
仏
の
頭
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
え
。
十
地
満
心
の
菩
薩
も
雇
い
人
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
う

な
の
か
、
つ
ま
り
三
祇
劫
空
に
達
し
な
い
が
ゆ
え
に
こ
の
障
り
が
あ
る
。
眞
正
の
道
流
な
ら
ば
こ
と
ご
と
く
こ
の
よ
う
で
は
な
い
。

　
大
徳
、
わ
し
は
少
し
く
諸
人
の
た
め
に
大
約
し
て
綱
宗
を
説
き
明
か
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
自
ら
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
光
陰
を
惜
し
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
各
自
に
努
力
せ
よ
。

・
情
正
智
隔
想
變
體
殊
　
新
華
厳
論
巻
第
一
序
に
「
夫
以
有
情
之
本
、
依
智
海
以
為
源
、
含
識
之
流
、
總
法
身
而
為
體
。
只
為
情
生
智
隔
、
想
變
體

殊
、
達
本
情
亡
、
知
心
體
合
」
と
あ
る
に
も
と
づ
く
。

・
在
脚
運
奔
　
原
文
は
運
を
雲
と
す
る
。

・
本
是
一
精
明
分
成
六
和
合
　
楞
厳
経
六
「
六
根
亦
如
是
、
元
依
一
精
明
、
分
成
六
和
合
、
一
處
成
休
復
、
六
用
皆
不
成
」

　
自
餘
の
應
機
對
答
は
廣
く
別
録
に
彰
わ
す
。
咸
通
七
年
丙
戌
の
歳
四
月
十
日
示
化
せ
り
。
謚
し
て
慧
照
大
師
澄
虚
の
塔
と
号
す
。

　
観
和
尚
、
黄
檗
に
嗣
ぐ
、
福
州
に
在
り
。
師
、
黄
檗
寺
に
出
家
し
、
密
に
黄
檗
の
宗
教
を
承
け
た
り
。



七
九
八

　

と
ざ

　
後
、
甌

に
復
し
、
丁
墓
山
に
於
い
て
小
蘭
若
に
居
せ
り
。
毎
に
其
の
戸
を

し
て
、
學
者
の
輙
ち
其
の
門
に
造
る
に
由
し
無
か
り
き
。
唯
だ
日
に
餉
食

を
給
す
る
清
信
の
儒
流
有
り
て
、
時
に
至
ら
ば
則
ち
号
し
て
之
を
扣
し
、
乃
ち
一
た
び
開
く
の
み
。

　
後
因
み
に
雪
峯
和
尚
、
初
め
て
嶺
に
入
る
。
久
し
く
高

を
欽
ぶ
。
遂
に
往
き
て

候
し
、
手
ず
か
ら
其
の
門
を
扣
す
。
師

か
に
門
を
出
ず
る
や
、
雪

こ

峯
一
見
し
て
欄
胸
把
住
し
て
便
ち
問
う
、
是
れ
凡
か
、
是
れ
聖
か
。
師
驀
面
に
一
唾
を
与
え
て
云
く
、
者
の
野
狐
精
。
便
ち
推
出
却
し
て
其
の
戸
を
閇
ざ
せ

ほ
っ

り
。
雪
峯
云
く
、
只
だ
老
兄
を
識
ら
ん
と
要
せ
し
の
み
。

　
の
ち
甌

の
地
に
返
っ
て
、
丁
墓
山
中
で
小
蘭
若
に
住
ん
で
い
た
。
常
に
そ
の
戸
に
か
ん
ぬ
き
を
か
け
て
い
た
の
で
、
修
行
者
に
は
自
由
に
そ
の
門
に

参
ず
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
た
だ
日
々
食
物
を
給
す
る
篤
信
の
儒
者
が
、
時
分
ど
き
に
な
る
と
名
を
名
の
っ
て
戸
を
た
た
き
、
や
っ
と
一
度
だ
け
戸
が
開

く
の
み
で
あ
っ
た
。

　
の
ち
雪
峯
和
尚
が
は
じ
め
て
嶺
に
分
け
入
っ
た
が
、
久
し
く
師
の
高

な
家
風
を
し
た
っ
て
い
た
。そ
こ
で
行
っ
て
御
機
嫌
う
か
が
い
し
よ
う
と
手
ず

か
ら
そ
の
門
を
た
た
い
た
。
師
が
門
を
出
る
や
い
な
や
、
雪
峯
は
一
見
し
て
胸
ぐ
ら
ひ
っ
つ
か
ん
で
問
う
た
、
凡
夫
か
、
聖
者
か
。
師
は
眞
正
面
か
ら
唾

は
き
か
け
て
、
こ
の
野
狐
精
め
、
と
云
っ
て
つ
き
出
し
て
し
ま
い
、
そ
の
戸
に
か
ん
ぬ
き
を
か
け
た
。
雪
峯
が
云
う
、
た
だ
お
知
り
合
い
に
な
り
た
か
っ

た
だ
け
な
の
に
。

　
曹
山
、
洞
山
に
至
る
。
洞
山
問
う
、
近
ご
ろ
什
摩
の
處
を
離
れ
し
や
。
對
え
て
云
く
、
近
ご
ろ

中
を
離
れ
き
。
洞
山
云
く
、
什
摩
の
佛
法
の
因
縁
有
り

し
や
。
對
え
て
云
く
、
某
甲
西
院
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
大
人
の
相
。
西
院
云
く
、
安
は
三
歳（
原
作
蔵
）の
時
は
則
ち
有
り
き
、
と
。
洞
山
、
西
院
に

向
か
っ
て
合
掌
し
て
云
く
、
作
家
。
洞
山
又
た
云
く
、
某
甲
行
脚
せ
し
時
、
南
泉
に
遇
著
せ
り
。
南
泉
に
も
也
た
這
个
に
似
た
る
因
縁
有
り
き
。
僧
有
り
問

う
、
如
何
な
る
か
是
れ
大
人
の
相
。
南
泉
答
え
て
曰
く
、
王
老
師
は
三
歳
の
時
は
則
ち
有
り
し
も
如
今
は
無
し
、
と
。

　
洞
山
又
た
問
う
、
什
摩
の
處
の
人
な
り
や
。
對
え
て
云
く
、

田
縣
の
人
な
り
。
洞
山
云
く
、
什
摩
の
處
に
出
家
せ
し
や
。
對
え
て
云
く
、
砕
石
院
。
山
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云
く
、
砕
石
院
は
黄
檗
に
近
し
、

は
曾
つ
て
到
り
し
や
。
對
え
て
云
く
、
曾
つ
て
到
り
き
。
洞
山
云
く
、
什
摩
の
佛
法
の
因
縁
有
り
し
や
。
對
え
て
云
く
、

某
甲
、
自
ら
、
如
何
な
る
か
是
れ

廬
の
師
、
法
身
の
主
と
問
う
に
、
云
く
、
我
れ
若
し

に
向
か
っ
て
道
わ
ば
則
ち
別
更
に
有
る
な
り
、
と
。
洞
山
、
此

ま
み

い
え
ど

の
語
を
聞
き
て
便
ち
合
掌
し
て
云
く
、

は
古
佛
に
見
え
き
。
此
く
の
如
し
と
雖
然
も
、
只
だ
一
問
を
欠
け
り
。
曹
山
礼
拝
し
て
便
ち
問
頭
を
請
う
。
曹
山

は
じ

再
三
苦
切
し
、
問
う
こ
と
三
度
に
し
て
方
め
て
問
頭
を
得
て
、
嶺
に
入
り
て
師
に
参
じ
、
前
話
を
挙
せ
り
。
進
ん
で
問
う
、
什
摩
の
為
の
故
に
道
わ
ざ
る
や
。

師
云
く
、
若
し
我
れ
道
わ
ず
と
道
え
ば
則
ち
我
が
口
を

却
し
、
若
し
我
れ
道
う
と
道
え
ば
則
ち
我
が
舌
を
禿
却
す
。
曹
山
便
ち
洞
山
に
歸
り
、
具
さ
に
前

事
を
陳
ぜ
り
。
洞
山
手
を
執
っ
て
背
を
撫
し
て
云
く
、
汝
は
甚
だ
彫
啄
の
分
有
り
。
便
ち
牀
を
下
り
、
黄
檗
に
向
か
っ
て
合
掌
し
て
云
く
、
古
佛
、
古
佛
。

　
曹
山
が
洞
山
に
や
っ
て
く
る
。
洞
山
が
問
う
、
ど
こ
か
ら
お
出
で
た
か
。
答
え
て
云
う
、

中
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
。
洞
山
が
云
う
、
ど
ん
な
仏
法
の

因
縁
が
あ
っ
た
か
。
答
え
て
云
う
、
わ
た
し
が
西
院
和
尚
に
問
い
ま
し
た
、
ど
の
よ
う
な
の
が
大
人
の
相
で
す
か
。
西
院
が
云
い
ま
す
、
わ
し
が
三
才
の

時
に
は
有
っ
た
。
洞
山
は
西
院
に
向
か
っ
て
合
掌
し
て
云
っ
た
、
作
家
だ
。

　
今
度
は
洞
山
の
方
か
ら
云
う
、
わ
た
し
は
行
脚
し
て
い
た
時
南
泉
に
出
会
っ
た
が
、
南
泉
に
も
こ
れ
に
似
た
因
縁
が
あ
っ
た
。
あ
る
僧
が
問
う
た
、
ど

の
よ
う
な
の
が
大
人
の
相
で
す
か
。
南
泉
が
答
え
て
云
う
、
王
老
師
が
三
才
の
時
に
は
有
っ
た
け
れ
ど
も
今
は
無
い
。

　
ま
た
洞
山
が
問
う
、
ど
こ
の
生
ま
れ
だ
。
答
え
て
云
う
、

田
県
で
す
。
洞
山
が
云
う
、
ど
こ
で
出
家
し
た
か
。
答
え
て
云
う
、
砕
石
院
で
す
。
洞
山

が
云
う
、
砕
石
院
は
黄
檗
に
近
い
。
お
前
さ
ん
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
答
え
て
云
う
、
は
い
。
洞
山
が
云
う
、
ど
ん
な
仏
法
の
因
縁
が
有
っ
た
か
。
答

え
て
云
う
、
わ
た
し
は
自
分
で
ど
の
よ
う
な
の
が

廬
の
師
、
法
身
の
主
で
す
か
と
問
い
ま
す
と
、
わ
し
が
も
し
お
前
さ
ん
に
云
っ
て
や
れ
ば
こ
と
さ
ら

に
有
る
こ
と
に
な
る
、
と
云
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
う
だ
け
れ
ど
も
一
問
を
欠
い
た
。
曹
山
は
礼
拝
し
て
問
い
方
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
た
の
ん
だ
。

曹
山
は
再
三
ね
ん
ご
ろ
に
た
の
み
、問
う
こ
と
三
度
に
し
て
よ
う
や
く
問
い
方
を
お
そ
わ
り
、嶺
に
入
っ
て
師
に
参
じ
て
前
話
を
挙
し
た
。進
ん
で
問
う
、

ど
う
し
て
云
わ
な
い
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
も
し
わ
し
が
云
わ
な
い
と
い
う
な
ら
ば
わ
し
の
口
を
お
し
に
す
る
。
も
し
わ
し
が
云
う
と
い
う
な
ら
ば
、

わ
し
の
舌
を
つ
る
つ
る
に
す
り
へ
ら
す
。
曹
山
は
洞
山
に
歸
っ
て
具
さ
に
出
来
事
を
の
べ
た
。
洞
山
は
そ
の
手
を
と
っ
て
背
を
撫
で
て
云
っ
た
、
お
前
さ

ん
は
は
な
は
だ
き
た
え
が
い
が
あ
る
。
そ
う
云
っ
て
牀
よ
り
下
り
て
、
黄
檗
山
に
向
か
っ
て
合
掌
し
て
云
っ
た
、
古
仏
、
古
仏
。



八
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・
こ
こ
の
黄
檗
は
観
和
尚
を
指
す
。

・
古
仏
　
最
高
の
讃
め
言
葉
。

は

お

す

で

　
師
、
安
和
尚
に
問
う
、
只
だ
這
の
一
片
の
田
地
、
合
た
什
摩
人
を
著
く
に
好
き
や
。
安
和
尚
云
く
、
个
の
無
相
の
佛
を
著
く
に
好
し
。
師
云
く
、
早
是
に

汚
却
せ
り
。

　
師
は
安
和
尚
に
問
う
た
、
こ
の
一
片
の
田
地
だ
が
、
誰
を
居
ら
せ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。
安
和
尚
が
云
う
、
無
相
の
仏
を
居
ら
せ
る
に
も
っ
て
こ
い
だ
。

師
が
云
う
、
は
や
け
が
し
た
ぞ
。

ゆ

　
師
、
住
庵
せ
し
時
、
一
僧
有
り
、
粥
を
喫
し
了
り
て
便
ち
師
を
辞
す
。
師
問
う
、
汝
は
什
摩
の
處
に
か
去
く
。
僧
云
く
、
大

に
礼
拝
す
。
師
云
く
、
近

と
ど

し
那
、

を
喫
し
了
り
て
去
け
。
其
の
僧
便
ち
住
ま
り
、

を
喫
し
了
り
て
便
ち
辞
す
。
師
は
恰
も
庵
前
の
樹
上
に
青

有
り
て
口
を
開
く
を
見
る
を
得
て
、

こ

便
ち
指
し
て
云
く
、
汝
、
若
し
大

に
去
か
ん
と
な
ら
ば
、
只
だ
這
の
青

是
な
る
の
み
。

　
師
が
む
か
し
住
庵
し
て
い
た
時
、
あ
る
僧
が
粥
を
済
ま
せ
て
師
に
い
と
ま
を
こ
う
た
。
師
が
問
う
、
お
前
さ
ん
、
ど
こ
に
行
く
の
だ
。
僧
が
云
う
、
大

和
尚
を
礼
拝
し
に
。
師
が
云
う
、
近
い
よ
、
め
し
を
食
っ
て
行
っ
た
ら
ど
う
だ
。
そ
の
僧
は
と
ど
ま
り
、
飯
を
済
ま
し
て
別
れ
を
告
げ
た
。
師
は
ち
ょ

う
ど
庵
前
の
樹
上
に
青
蛇
が
口
を
開
い
て
い
る
の
を
見
て
指
さ
し
て
云
っ
た
、
お
前
さ
ん
大

に
行
く
の
な
ら
、
あ
の
青
蛇
こ
そ
が
そ
う
だ（
ぱ
っ
く
り
と

の
み
こ
む
か
ま
え
）。

　
自
外
の
樞
要
一
な
ら
ず
、
故
ら
に
盡
く
は
彰
わ
さ
ず
、
乾
府
五
年
黄
巣
の
兵
馬
に
遇
い
て
償
債
し
て
終
る
。
刃
に
臨
み
し
時
、
白
乳
湧
き
て
高
き
こ
と
數

尺
、
蓋
し
大
權
化
、
跡
は
測
る
可
き
莫
し
。
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陳
和
尚
、
黄
檗
に
嗣
ぐ
、
睦
州
龍
興
寺
に
在
り
。
師
平
生
密
行
を
行
じ
、
常
に

鞋
を
製
造
し
て
人
に
遺
れ
り
。
此
れ
に
因
り
て
陳

鞋
和
尚
と
称
す
る

は
是
れ
な
り
。

・
密
行
　
法
華
経
授
学
人
記
品
第
九
「
羅

羅
密
行
、
唯
我
能
知
之
。
現
為
我
長
子
、
以
示
諸
衆
生
」。

は

　
時
有
っ
て
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
諸
人
、
還
た
个
の
入
處
を
得
た
る
や
。
若
し
未
だ
入
る
を
得
ざ
れ
ば
即
ち
這
裏
に
向
か
っ
て
入
れ
。
向
後
、
老
僧
に
辜

負
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
珍
重
。

　
あ
る
時
大
衆
に
向
か
っ
て
云
っ
た
、
あ
ん
た
が
た
は
、
入
處
を
得
て
い
る
か
。
も
し
ま
だ
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
な
ら
こ
こ
か
ら
入
れ
。
あ
と

あ
と
わ
し
に
そ
む
い
て
は
な
ら
な
い
ぞ
、
珍
重
せ
よ
。

・
得
个
入
處
　
悟
境
に
一
歩
ふ
み
こ
む
こ
と
。
入
處
は
入
頭
處
と
も
い
う
。

も

　
師
、
時
有
っ
て
云
く
、
明
明
に

に
向
か
っ
て
道
う
す
ら
尚
お
乃
ち
知
ら
ず
。
豈
に
況
ん
や
盖
覆
し
將
ち
来
た
る
を
や
。

　
師
は
あ
る
と
き
云
っ
た
、
あ
か
ら
さ
ま
に
云
っ
て
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
い
わ
ん
や
つ
つ
ん
で
も
ち
出
せ
ば
な
お
さ
ら
だ
。

　
時
に
一
座
主
有
り
て
問
う
、
三
乗
十
二
分
教
は
某
甲
粗
已
に
心
に
留
め
た
り
。
宗
門
中
の
事
、
乞
う
提
綱
せ
よ
。
師
云
く
、
宗
門
中
の
事
を
問
著
す
、
什

な

摩
の
道
い
難
き
こ
と
か
有
ら
ん
。
恰
か
も
老
僧
が
鼻
孔
に
問
著
せ
よ
、
頭
上
に
漫
漫
た
り
、
脚
下
底
に
漫
漫
た
り
、
教
家
は
喚
ん
で
什
摩
と
か
作
す
。
座
主

﹇
云
く
﹈、
教
家
に
は
這
个
の
意
旨
無
し
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。

　
あ
る
と
き
一
人
の
座
主
が
問
う
た
。
三
乗
十
二
分
教
は
、
わ
た
く
し
ほ
ぼ
心
に
と
め
て
お
り
ま
す
。
宗
門
中
の
事
に
つ
い
て
ど
う
か
要
の
と
こ
ろ
を
お

示
し
下
さ
い
。
師
が
云
う
、
宗
門
中
の
事
を
た
ず
ね
て
お
る
が
、
な
ん
の
む
つ
か
し
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
ず
ば
り
わ
し
の
鼻
孔
に
た
ず
ね
て
み
よ
。
頭

上
に
漫
漫
、
足
下
に
漫
漫
だ
。
教
家
で
は
何
ん
と
呼
ん
で
お
る
の
だ
。
座
主
が
云
う
、
教
家
に
は
そ
の
意
味
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
師
は
座
主
を
打
つ
。
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・
恰
問
著
老
僧
鼻
孔
　
恰
が
恰
似
だ
と
通
り
が
よ
い
。
し
か
し
語
録
に
お
い
て
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

・
漫
漫
　
無
限
定
の
広
が
り
を
示
す
。

そ
も
さ
ん

　
師
問
う
、
大
徳
、
什
摩
の
経
論
を
講
ず
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
十
本
の
経
論
を
講
ず
。
作
摩
生
か
講
ず
。
云
く
、
文
に
依
り
て
講
ず
。

は
経
を
講
ず
る

あ
た

あ
た

こ
と
解
わ
ず
。
某
甲
は
則
ち
講
ず
る
こ
と
解
わ
ず
。
請
う
師
講
ぜ
よ
。
云
く
、

は
是
れ
教
を
聴
く
の
人
な
ら
ず
。
某
甲
會
せ
ず
。
乞
う
師
、
教
を
説
け
。
云

く
、
三
段
同
じ
か
ら
ず
、
今
は
第
一
に
当
た
る
。

　
師
が
問
う
、
大
徳
、
な
ん
の
経
論
を
講
じ
て
お
る
か
。
答
え
て
云
う
、
十
本
の
経
論
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
講
じ
て
お
る
か
。
文
の
通
り
に
講
じ

て
お
り
ま
す
。
お
前
さ
ん
に
は
経
を
講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
た
く
し
は
講
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
師
が
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
師
が
云

う
、
お
前
さ
ん
は
経
を
聴
く
人
で
は
な
い
。
わ
た
く
し
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
教
を
説
い
て
く
だ
さ
い
。
師
が
云
う
、
三
段
同
じ
く
な
い
、
今
は

第
一
段
に
当
た
っ
て
い
る
。

・
三
段
不
同
今
當
第
一
段
　
睦
州
の
語
録
に
「
問
、
不
渉
廉
纎
、
請
師
道
。
師
云
、
三
段
不
同
、
今
當
第
一
、
向
下
文
長
、
赴
在
来
日
」、
ま
た
「
問
、

請
師
講
経
。
師
云
、
買
帽
相
頭
。
進
云
、
謝
師
慈
悲
。
師
云
、
拈
頭
作
尾
、
拈
尾
作
頭
、
還
我
第
三
段
来
」。

　
又
た
問
う
、
大
徳
、
什
摩
の
経
論
を
講
ず
る
や
。
云
く
、
曾
つ
て
十
数
本
の
経
論
を
講
ぜ
り
。
何
ぞ
妄
説
す
る
こ
と
を
得
た
る
。
對
え
て
云
く
、
某
甲
實

語
せ
り
。
師
云
く
、
雪
上
更
に
霜
を
加
う
。
枷
を
擔
っ
て
状
を
過
ご
し
来
た
れ
、
我
れ

の
た
め
与
に
道
わ
ん
。
妄
語
せ
じ
、
近
前
来
。
便
ち
近
前
す
。
師

云
く
、
与
摩
に
黙
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
大
徳
、
三
月
を
隔
て
し
後
便
ち
悟
れ
り
。

　
ま
た
問
う
、
あ
な
た
は
な
ん
の
経
論
を
講
じ
ら
れ
る
か
。
云
う
、
十
数
本
の
経
論
を
講
じ
ま
し
た
。
よ
く
も
ま
あ
う
そ
が
云
え
た
も
の
だ
。
答
え
て
云

う
、
ほ
ん
と
う
で
す
よ
。
師
が
云
う
、
雪
の
上
に
霜
を
加
え
た
。
首
枷
を
つ
け
て
自
白
状
を
も
っ
て
こ
い
。
わ
し
が
お
前
さ
ん
に
云
っ
て
や
ろ
う
、
う
そ

は
云
わ
な
い
よ
、
近
く
に
お
い
で
。
大
徳
は
近
づ
く
。
師
が
云
う
、
よ
く
も
そ
ん
な
に
黙
っ
て
い
ら
れ
る
。
大
徳
は
三
月
経
っ
て
悟
っ
た
。
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・
得
与
摩
黙
　
原
文
は
得
与
摩
墨
。

　
又
た
問
う
、
什
摩
の
處
よ
り
か
き
た
る
。
云
く
、
江
西
よ
り
来
た
る
。
夏
は
什
摩
の
處
に
か
在
り
し
。
云
く
、
雲
居
。
雲
居
切
要
の
處
作
摩
生
。
云
く
、
只

今
作
摩
生
。﹇
師
云
く
﹈、
上
大
人
を
拈
ず
。
對
え
て
云
く
、
什
摩
の
罪
過
有
り
や
。
師
云
く
、
雲
居
与
摩
に
道
い
し
や
、
是
れ

与
摩
に
道
い
し
や
。
云
く
、

な

雲
居
与
摩
に
道
い
き
。
師
云
く
、
三
家
村
裏
の
老
婆
禅
、
主
と
造
る
こ
と
得
ず
、
自
ら
領
し
て
出
で
去
れ
。

げ

　
ま
た
問
う
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
云
う
、
江
西
か
ら
来
ま
し
た
。
夏
は
ど
こ
で
す
ご
し
た
か
。
云
う
、
雲
居
で
す
。
雲
居
は
切
要
の
と
こ
ろ
は
ど
う
か
。

い

ろ

は

云
う
、「
今
ど
う
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
師
が
云
う
、
上
大
人
を
ひ
ね
く
っ
て
お
る
。
答
え
て
云
う
、
ど
こ
が
わ
る
い
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
雲
居

が
そ
う
云
っ
た
の
か
、
お
前
が
自
分
で
そ
う
云
っ
た
の
か
。
云
う
、
雲
居
が
そ
う
云
っ
た
の
で
す
。
師
が
云
う
、
片
い
な
か
の
老
婆
禅
、
主
人
公
と
な
り

得
な
い
、
自
分
を
し
ょ
っ
ぴ
い
て
行
け
。

・
拈
上
大
人
　
拈
の
字
に
疑
惑
が
残
る
。
上
大
人
は
語
録
に
「
問
、
如
何
是
一
代
時
教
。
師
云
、
上
大
人
丘
乙
己
」
と
あ
る
に
同
じ
。
通
俗
編
七
に

よ
れ
ば
、
筆
畫
の
簡
単
な
字
を
え
ら
ん
で
子
供
の
手
習
い
の
便
と
し
た
も
の
で
、
意
味
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
師
、
僧
の
上
来
す
る
を
見
て
云
く
、
破
せ
り
。
什
摩
の
處
か
是
れ
破
處
な
る
。
師
云
く
、
破
せ
り
。

　
臨
済
は
僧
の
上
来
す
る
を
見
て
便
ち
喝
す
。
僧
有
り
て
問
う
、
古
人
は

か
に
人
を
見
る
や
便
ち
喝
せ
り
、
意
作
摩
生
。
師
は
僧
正
と
喚
ぶ
。
僧
正
應

す
。
師
云
く
、
什
摩
の
共
に
語
る
處
か
有
る
。
又
た
云
く
、
来
来
、
會
す
る
や
。
對
え
て
云
く
、
會
せ
ず
。
會
せ
ざ
れ
ば
則
ち
念
経
持
斎
せ
よ
。

　
臨
済
は
僧
が
や
っ
て
来
る
の
を
見
る
や
否
や
喝
し
た
。あ
る
僧
が
問
う
、古
人
は
人
を
見
る
や
否
や
喝
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
い
う
つ
も
り
で
し
ょ
う
。

師
は
僧
正
と
呼
ぶ
。
僧
正
は
は
い
と
こ
た
え
る
。
師
が
云
う
、（
名
を
呼
べ
ば
は
い
と
こ
た
え
る
）そ
こ
に
ど
ん
な
問
答
を
さ
し
は
さ
む
必
要
が
あ
る
か
。
ま

た
云
う
、
さ
あ
さ
あ
わ
か
る
か
。
答
え
て
云
う
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
け
れ
ば
念
経
持
斎
せ
よ
。
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い
ず
れ

は

ま
み

　
又
た
僧
に
問
う
、
什
摩
の
處
よ
り
か
来
た
る
。
云
く
、
臺
山
に
遊
び
去
り
来
た
れ
り
。
還
た
文
殊
に
見
え
し
や
。
云
く
、
見
え
た
り
。
什
摩
の
處
に
か
見

え
し
。
答
え
て
云
く
、
臺
閣
上
に
見
え
た
り
。
師
云
く
、
泥
堆
を
見
た
り
。
又
た
云
く
、
近
前
せ
よ
、

、
文
殊
を
識
る
や
。
云
く
、
識
ら
ず
。
師
が
云
う
、

年
高
く
し
て
臈
長
け
、
上
座
頭
を
占
め
得
た
る
に
、
並
び
に
気
息
無
し
。

　
ま
た
僧
に
問
う
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
云
う
、
五
台
山
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
文
殊
さ
ん
の
お
目
に
か
か
っ
た
か
。
云
く
、
は
い
。
ど
こ
の
と
こ
ろ
で

お
目
に
か
か
っ
た
か
。
台
閣
の
上
で
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
師
が
云
う
、
泥
の
か
た
ま
り
を
見
た
ん
だ
。
ま
た
云
う
、
近
く
来
い
、
お
前
さ
ん
文
殊
が

わ
か
る
か
。
云
う
、
い
い
え
。
師
が
云
う
、
い
い
年
を
し
て
上
座
の
位
ま
で
占
め
と
る
の
に
、
死
人
同
然
だ
。

・
気
息
　
巻
四
薬
山
の
伝
に
「
此
沙
弥
有

子
気
息
」。

　
問
う
、
祖
意
と
教
意
と
還
た
同
じ
き
か
別
な
る
か
。
師
云
く
、
教
意
は
是
れ
教
意
、
祖
意
は
是
れ
祖
意
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
學
人
の
自
己
。
師
云
く
、
一
つ
に
は

が
問
わ
ざ
る
こ
と
を
怕
れ
、
二
つ
に
は

の
會
せ
ざ
る
こ
と
を
恐
る
。
便
ち
請
う
。
師

云
く
、
心
の
人
に
負
か
ざ
れ
ば
、
面
に
慚
愧
無
し
。

・
心
不
負
人
面
慚
愧
　
睦
州
語
録
で
は
し
き
り
に
使
わ
れ
て
い
る
。
心
に
疚
し
さ
が
な
け
れ
ば
、
顔
に
恥
じ
る
色
は
出
な
い
は
ず
だ
。

　
大
随
和
尚
、
安
和
尚
に
嗣
ぐ
、
師
、
諱
は
法
眞
、
俗
姓
は
陳
、
東
川
の
人
な
り
。
心
行
慈

に
し
て
道
徳
高
峻
た
り
。
飢
う
る
を
賑
し
、
儉
な
る
を

し
、

し
た

己
れ
を
人
に
割
く
。
而
も
天
性
林
巒
に
敖
び
、
道
を
守
っ
て
浮
世
に
趣
か
ず
。
大
蜀
皇
定
、
其
の
徳
の
高
き
を
響
い
、
勅
書
も
て
請
詔（
召
）す
。
師
は
老
病

を
辞
し
て
赴
か
ず
。
渥
澤
、
紫
衣
と
法

神
照
大
師
と
を
須
送
す
。
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い
ず
れ

ゆ

　
僧
に
問
う
、
什
摩
の
處
に
か
去
く
。
對
え
て
云
く
、
娥
媚
に
去
き
て
普
賢
を
礼
拝
す
。
師
は
佛
子
を
提
起
し
て
云
く
、
文
殊
、
普
賢
、
惣
に
這
裏
に
在
り
。

も

其
の
僧
便
ち
圓
相
を
作
り
て
背
後
に
抛
向
せ
り
。
師
、
侍
者
を
喚
ん
で
云
く
、
一
貼
の
茶
を
将
ち
来
た
り
て
師
僧
に
与
え
よ
。

　
僧
に
問
う
、
ど
こ
に
行
く
か
。
答
え
て
云
う
、
娥
媚
山
に
普
賢
さ
ん
を
お
が
み
に
参
り
ま
す
。
師
は
払
子
を
と
り
あ
げ
て
云
う
、
文
殊
さ
ん
も
普
賢
さ

ん
も
み
な
こ
こ
に
居
る
。
そ
の
僧
は
円
相
を
造
っ
て
背
後
に
ポ
イ
と
ほ
お
り
す
て
た
。
師
は
侍
者
を
呼
ん
で
云
う
、
茶
を
一
ぷ
く
い
れ
て
こ
の
坊
さ
ん
に

さ
し
あ
げ
ろ
。

・
師
喚
侍
者
云
　
原
文
で
は
云
の
字
の
上
に
師
の
字
が
あ
る
。

は

　
師
、
順
世
せ
ん
と
欲
せ
し
時
、
口

を
患
い
き
。
師
乃
ち
衆
を
集
め
、
上
堂
し
て
告
げ
て
云
く
、
還
た
人
の
吾
が
口
を
醫
し
得
る
有
り
や
。
人
の
醫
し
得

よ

る
有
ら
ば
出
で
来
た
れ
。
再
三
徴
せ
し
も
人
の
祇
對
す
る
無
し
。
師
云
く
、
若
し
人
の
解
く
醫
す
る
無
く
ん
ば
、
老
僧
自
ら
醫
せ
ん
。
遂
に
手
を
以
て
推
し

正
し
て
寂
を
告
げ
た
り
。

　
師
は
順
世
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
口
の
ま
が
る
病
気
に
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
師
は
大
衆
を
集
め
て
上
堂
し
、
告
げ
て
云
っ
た
、
誰
か
わ
し
の
口
を
な
お

し
て
く
れ
な
い
か
。
な
お
し
得
る
も
の
が
居
れ
ば
出
て
来
て
く
れ
。
こ
の
よ
う
に
再
三
も
と
め
た
け
れ
ど
も
応
ず
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
師
が
云
う
、
も

し
な
お
せ
る
も
の
が
居
な
け
れ
ば
、
わ
し
は
自
分
で
な
お
そ
う
。
そ
う
云
っ
て
手
で
口
の
ゆ
が
み
を
正
し
て
寂
を
告
げ
た
。

　
霊
樹
和
尚
、
西
院
安
禅
師
に
嗣
ぐ
、
韶
州
に
在
り
。
師
、
諱
は
如
敏
、
冥
州
の
人
な
り
。
四
十
餘
年
よ
り
大
い
に
漢
國
を
化
す
。
其
の
道
行
狐

、
一
方

の
賢
儒
、
敬
重
す
る
こ
と
極
ま
れ
り
。
異
行
有
る
こ
と
多
し
。
南
朝
礼
し
て
師
と
為
し
、
号
知
聖
大
師
を
賜
え
り
。
　

　
僧
有
り
問
う
、
和
尚
生
縁
什
摩
の
處
に
か
在
る
。
云
く
、
日
の
東
方
に
出
で
、
月
の
西
山
に
落
つ
。
年
は
多
少
ぞ
。
師
云
く
、
今
日
生
ま
れ
、
明
日
死
す
。

　
あ
る
僧
が
問
う
、
和
尚
さ
ん
の
お
生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
云
う
、
日
が
東
に
出
、
月
が
西
の
山
に
沈
む
。
お
い
く
つ
で
す
か
。
師
が
云
う
、
今
日
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生
ま
れ
、
明
日
死
ぬ
。

・
生
縁
在
什
摩
處
　
如
何
是
三
世
諸
佛
出
身
處
と
い
う
問
い
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
法
身
。
云
く
、
鼓
鳴
れ
り
、
喫
飯
し
去
ら
ん
。

　
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
法
身
で
す
か
。
云
う
、
太
鼓
が
鳴
っ
た
、
め
し
喰
い
に
行
こ
う
。

・
巻
十
四
百
丈
の
伝
に
「
有
一
日
普
請
次
、
有
一
僧
忽
聞
鼓
聲
、
失
聲
大
笑
、
便
歸
寺
。
師
曰
、
俊
也
、
俊
也
。
此
是
観
音
入
理
之
門
。
師
問
其
僧
、

適
来
見
什
摩
道
理
、
即
便
大
笑
。
僧
對
曰
、
某
甲
適
来
聞
鼓
聲
動
、
得
歸
喫
飯
、
所
以
大
笑
。
師
便
休
」。

　
問
う
、
佛
法
畢
竟
の
事
如
何
ん
。
師
、
両
手
を
展
開
す
。

　
鎮
州
大
王
、
趙
州
と
師
と
を
斎
に
請
う
次
い
で
、
師
、
趙
州
に
問
う
、
大
王
は
和
尚
を
斎
に
請
え
り
。
和
尚
何
を
將
っ
て
か
報
答
せ
ん
。
趙
州
云
く
、
念

ま

よ

佛
す
。
師
云
く
、
門
前
の
乞
兒
す
ら
也
た
与
摩
に
道
う
こ
と
を
解
く
す
。
州
云
く
、
大
王
よ
銭
を
將
ち
来
た
っ
て
霊
樹
に
与
え
よ
。

　
鎮
州
大
王
が
趙
州
と
を
斎
に
招
待
し
た
と
き
、
師
が
趙
州
に
問
う
、
大
王
が
和
尚
さ
ん
を
斎
に
招
待
し
た
。
和
尚
さ
ん
は
何
で
報
い
ら
れ
る
か
。
趙
州

が
云
う
、
念
仏
す
る
。
師
が
云
う
、
門
前
の
乞
食
だ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
。
趙
州
が
云
う
、
大
王
ど
の
、
霊
樹
に
一
銭
め
ぐ
ま

れ
よ
。・

巻
十
八
趙
州
の
伝
に
「
問
、
如
何
得
報
國
王
恩
。
師
云
、
念
佛
。
僧
云
、
街
頭
貧
兒
也
念
佛
。
師
拈
一
个
銭

」

　
嶢
山
和
尚
、
西
院
禅
師
に
嗣
ぐ
、
饒
州
に
在
り
、
未
だ
行
録
を
観
ず
、
化
縁
の
終
始
を
決
せ
ず
。
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問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。
云
く
、
中
冬
厳
寒
。

・
中
冬
厳
寒
　
時
候
の
挨
拶
語
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
深
深
の
處
。
師
云
く
、

が
舌
頭
の
地
に
落
つ
る
を
待
ち
て
則
ち

に
向
か
っ
て
道
わ
ん
。

　
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
深
深
の
處
で
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ん
の
舌
が
地
に
落
ち
た
ら
云
っ
て
や
ろ
う
。

　
道
吾
休
和
尚
、
關
南
に
嗣
ぐ
、
毎
日
上
堂
し
て
、
蓮
花
の
笠
子
を
戴
き
、
身
に
襴
簡
を
著
て
鼓
を
撃
ち
笛
を
吹
き
、
口
に
魯
三
郎
と

え
て
云
く
、
関
南

の
鼓
を
打
動
し
、
盡
く
徳
山
の
歌
を
唱
え
ん
、
と
。
法
楽
自
ら
娯
し
む
者
是
れ
な
り
。

・
戴
蓮
花
笠
子
、
身
著
襴
簡
　
襴
簡
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
扮
装
を
示
し
て
い
る
。

・
魯
三
郎
　
歌
曲
の
節
の
名

で
あ
る
ら
し
い
。

・
打
動
關
南
鼓
　
伝
灯
録
巻
十
襄
州
関
南
道
常
禅
師
の
伝
に
、「
師
毎
見
僧
来
参
禮
、
多
以
柱
杖
打
趁
。
或
云
、
打
動
関
南
鼓
。
而
時
輩
鮮
有
唱
和
者
」。

徳
山
の
歌
に
つ
い
て
は
何
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
人
有
っ
て
拈
じ
て
東
山
に
問
う
、
古
人
言
う
有
り
、
關
南
の
鼓
を
打
動
し
、
盡
く
徳
山
の
歌
を
唱
え
ん
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
關
南
の
鼓
。
云
く
、
聴

は

よ

も

か
れ

な

け
。
如
何
な
る
か
是
れ
徳
山
の
歌
。
云
く
、
還
た
解
く
和
し
得
る
や
。
忽
し
同
道
の
者
に
遇
わ
ば
作
摩
生
。
云
く
、
他
を
し
て
舞
い
を
作
し
て
、
聲
に
應
ぜ

し
め
よ
。
便
ち
舞
い
を
作
す
時
作
摩
生
。
云
く
、
知
音
の
者
無
か
ら
ざ
る
も
、
亦
た
須
く
諱
却
す
べ
し
。
諱
却
せ
し
後
如
何
ん
。
云
く
、
萎
萎
羸
羸
、
且
く

与
摩
に
時
を
過
す
。

　
あ
る
人
が
こ
の
話
を
と
り
あ
げ
て
東
山
に
問
う
た
、
古
人
が
云
っ
て
お
り
ま
す
。
関
南
の
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
徳
山
の
歌
ば
か
り
を
う
た
お
う
、
と
。

ど
の
よ
う
な
の
が
関
南
の
太
鼓
で
し
ょ
う
か
。
云
う
、
聴
け
。
ど
の
よ
う
な
の
が
徳
山
の
歌
で
し
ょ
う
か
。
云
う
、
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
も
し
同
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道
の
も
の
に
出
会
っ
た
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
や
っ
こ
さ
ん
に
舞
を
舞
わ
せ
て
、
歌
に
あ
わ
さ
せ
る
。
舞
い
は
じ
め
た
と
き
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
云
う
、

知
音
の
者
は
無
い
で
も
な
い
け
れ
ど
も
忌
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
忌
避
し
た
あ
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
云
う
、
ぐ
ん
な
り
ぐ
っ
た
り
と
、
ま
あ
そ
ん
な
風
に

時
を
過
ご
す
。

か
し
こ

　
師
、
僧
堂
に
入
り
、
第
一
座
に
問
う
、
上
座
は
是
れ
什
摩
人
な
り
や
。
對
え
て
云
く
、
東
國
の
人
な
り
。
彼
中
に
還
た
這
个
様
の
人
有
り
や
。
對
え
て
云

く
、
有
り
。
既
に
有
る
に
、
這
裏
に
来
た
り
て
什
摩
を
か
作
す
。
對
え
て
云
く
、
只
だ
有
る
が
為
に
、
所
以
に
回
避
し
来
た
れ
る
に
、
今
日
恰
も
遇
著
せ
り
。

師
便
ち
呵
呵
大
笑
し
て
房
丈
に
却
歸
せ
り
。

　
師
は
僧
堂
に
入
っ
て
第
一
座
に
問
う
た
、
上
座
は
な
に
人
だ
。
答
え
て
云
う
、
東
国
の
人
間
で
す
。
あ
そ
こ
に
こ
の
様
な
人
物
は
居
る
か
。
答
え
て
云

う
、
居
り
ま
す
。
す
で
に
居
る
の
に
、
こ
こ
に
来
て
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
答
え
て
云
う
、
居
る
か
ら
こ
そ
逃
げ
て
来
た
の
に
、
今
日
ず
ば
り
出
会

い
ま
し
た
。
師
は
呵
呵
大
笑
し
て
方
丈
に
歸
っ
た
。

　
倶

和
尚
、
天
龍
に
嗣
ぐ
、
敬
安
州
に
在
り
。
未
だ
行
録
を
観
ず
、
始
終
を
決
せ
ず
。

・
敬
安
州
　
伝
灯
録
に
は

州
金
華
山
倶

和
尚
と
出
て
い
る
。
敬
安
は

の
字
の
分
離
し
た
も
の
か
。

　
師
因
み
に
住
庵
の
時
、
尼
衆
の
實
際
と
名
づ
く
る
有
り
。
笠
子
を
戴
き
、
錫
を
執
っ
て
師
を
遶
る
こ
と
三

し
、
錫
を
卓
て
て
前
に
立
ち
、
師
に
問
う
て

曰
く
、
和
尚
若
し
答
う
れ
ば
某
甲
は
則
ち
笠
子
を
下
ろ
さ
ん
。
師
無
對
。
其
の
尼
便
ち
發
し
去
る
。
師
云
く
、
日
勢
已
に
晩
し
、
且
く
止
ま
り
て
一
宿
せ
よ
。

尼
云
く
、
若
し
答
え
得
れ
ば
則
ち
宿
せ
ん
。
若
し
答
え
得
ざ
れ
ば
則
ち
進
前
し
て
行
か
ん
。
師
歎
じ
て
曰
く
、
我
は
是
れ
沙
門
な
る
に
尼
衆
の
笑
う
所
を
被

れ
り
。
濫
り
に
丈
夫
の
形
に
處
り
て
而
も
丈
夫
の
用
無
し
。
山
を
出
で
て
知
識
を
参
尋
せ
ん
と
欲
す
。
宴
座
の
中
忽
然
と
し
て
神
人
の
報
じ
て
言
く
、
三
五

日
の
間
に
し
て
大
菩
薩
人
有
り
て
到
り
来
た
り
和
尚
の
為
に
説
法
せ
ん
、
と
。
未
だ
旬
日
を
逾
え
ざ
る
に
天
龍
和
尚
到
り
来
た
る
。
師
接
足
し
て
前
み
迎
え
、
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い
ぶ
か

か
れ

侍
立
す
る
の
次
い
で
、
具
さ
に
上
事
を
陳
ぜ
り
。
未
審
し
如
何
に
他
に
對
え
ん
。
天
龍
一
指
を
竪
起
せ
り
。
師
當
時
に
大
悟
せ
り
。
後
来
衆
の
為
に
云
く
、
某

甲
は
天
龍
和
尚
一
指
頭
の
禅
を
得
て
、
一
生
用
い
盡
さ
ず
。

　
師
が
庵
住
い
を
し
て
い
た
時
、実
際
と
い
う
尼
さ
ん
が
あ
っ
て
、笠
を
か
ぶ
り
、錫
杖
を
手
に
師
の
ま
わ
り
を
三
遍
ま
わ
っ
て
錫
杖
を
立
て
、前
に
立
っ

て
師
に
問
う
て
云
っ
た
、
和
尚
さ
ま
も
し
お
答
え
に
な
れ
ば
、
わ
た
く
し
は
笠
を
脱
ぎ
ま
し
ょ
う
。
師
は
無
對
。
そ
の
尼
さ
ん
は
発
と
う
と
し
た
。
師
が

云
う
、
日
も
す
で
に
お
そ
く
な
り
ま
し
た
。
ま
あ
一
晩
と
ま
っ
て
行
き
な
さ
い
。
尼
さ
ん
が
云
う
、
も
し
お
答
え
に
な
れ
れ
ば
と
ま
り
ま
し
ょ
う
、
も
し

お
答
え
に
な
れ
な
け
れ
ば
前
に
す
す
み
ま
す
。
師
は
歎
い
て
云
っ
た
、
わ
た
し
は
沙
門
で
あ
り
な
が
ら
尼
さ
ん
に
笑
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
み
だ
り
に
丈
夫

の
姿
を
と
り
な
が
ら
丈
夫
の
は
た
ら
き
が
な
い
と
は
。山
を
出
て
善
知
識
を
参
尋
し
よ
う
と
し
た
。坐
禅
を
し
て
い
る
時
ひ
ょ
い
と
神
人
が
知
ら
せ
て
云
っ

た
、
三
五
日
の
あ
い
だ
に
大
菩
薩
人
が
や
っ
て
来
て
、
和
尚
に
法
を
説
き
ま
す
よ
。
十
日
を
過
ぎ
な
い
う
ち
に
天
龍
和
尚
が
や
っ
て
来
た
。
師
は
足
を
い

た
だ
い
て
す
す
み
迎
え
、
侍
立
し
た
と
き
、
具
さ
に
前
の
出
来
事
を
述
べ
た
あ
と
た
ず
ね
た
、
あ
の
お
、
ど
う
尼
さ
ん
に
答
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

天
龍
和
尚
は
一
指
を
立
て
た
。師
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
大
悟
し
た
。の
ち
大
衆
に
向
か
っ
て
云
っ
た
、わ
し
は
天
龍
和
尚
の
一
指
頭
の
禅
を
得
て
、一
生
使
っ

て
も
使
い
き
れ
な
い
。

・
宴
坐
之
中
　
原
本
坐
の
字

・
無
門
関
第
三
則
参
照
。

　
勝
光
和
尚
、
紫
湖
に
嗣
ぐ
、
台
州
に
在
り
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
の
家
風
。
云
く
、
福
州
の

枝
、
泉
州
の

桐
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
法
の
両
字
。
云
く
、
即
便
に
道
わ
ん
。
進
ん
で
曰
く
、
請
う
師
道
え
。
云
く
、
穿
耳
の
胡
僧
笑
っ
て

頭
す
。
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問
う
、
ど
う
い
う
の
が
仏
法
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
云
う
、
す
ぐ
言
お
う
。
進
ん
で
云
う
、
ど
う
ぞ
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。
云
う
、
耳
か
ざ
り
つ
け

た
胡
僧
が
笑
っ
て
う
な
ず
い
て
い
る
。

・
穿
耳
胡
僧
　
達
磨

　
資
福
和
尚
、
仰
山
和
尚
に
嗣
ぐ
、
吉
州
に
在
り
。
師
諱
は
貞

、
韶
州
須
昌
縣
の
人
な
り
。

　
師
、
時
有
っ
て
團
子
を
把
っ
て
面
前
に
向
か
っ
て
云
く
、
諸
佛
菩
薩
及
び
入
理
の
聖
人
は
皆
な
這
裏
よ
り
出
づ
。
却
っ
て
折
破
し
て

下
し
、
胸
を
拍
開

し
て
云
く
、
作
摩
生
。

・
伝
灯
録
十
二
吉
州
資
福
如
寳
禅
師
の
伝
に
似
た
話
し
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
團
子
は
蒲
團
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
坐
禅
用
の
蒲
団
を
い
う
の
で
あ

る
。

・
折
破

下
　
千
聖
を
も
慕
わ
ず
。

・
拍
開
胸
　
己
霊
を
も
ち
出
し
た
と
こ
ろ
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
古
佛
心
。
云
く
、
山
河
大
地
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
納
僧
切
急
の
處
。
云
く
、
此
に
過
ぎ
ず
。

　
問
う
、
室
内
に
喪
を
呈
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
好
个
の
問
頭
。
學
人
礼
拝
す
。
師
云
く
、
苦
痛
、
蒼
天
。
學
人
云
く
、
此
の
時
學
人
和
尚
を
重

す

る
は
如
何
ん
。
云
く
、
明
日
来
た
れ
、

に
向
か
っ
て
道
わ
ん
。
學
人
云
く
、
苦
痛
、
蒼
天
。
師
便
ち
之
を
打
つ
。
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問
う
、
室
内
で
喪
を
発
す
る
と
き
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
い
い
質
問
だ
。
学
人
は
礼
拝
す
る
。
師
が
云
う
、
や
れ
苦
し
や
、
や
れ
悲
し
や
。
学
人

云
く
・
・
・
・
ど
う
で
す
か
。
云
う
、
明
日
来
い
。
云
っ
て
や
ろ
う
。
学
人
が
云
う
、
や
れ
苦
し
や
、
や
れ
悲
し
や
。
師
は
こ
れ
を
打
つ
。

・
蒼
天
　
死
者
を
悼
む
言
葉
。

・
學
人
重

　
意
味
不
明
。

　
問
う
、
古
人
拈

竪
拂
す
、
此
の
理
如
何
ん
。

。

　
問
う
、
古
人
は

を
と
り
あ
げ
た
り
、
払
子
を
立
て
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
い
う
道
理
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

。

・

　
感
歎
詞
。
あ
っ
、
お
う
。

す
か
ん

　
又
た
僧
、
夏
を
過
ご
し
て
師
に
問
う
、
某
甲
新
た
に

林
に
入
る
。
此
間
に
在
り
て
夏
を
過
ご
す
も
、
未
だ
曽
つ
て
和
尚
の
指
教
を
蒙
ら
ざ
り
き
。
亦
た

須
ら
く
往
き
て
問
う
べ
し
。
遂
に
和
尚
の
所
に
到
り
て
其
の
意
を
述
べ
、
則
ち
師
の

胸
し
て
托
出
す
る
を
被
れ
り
。
云
く
、
某
甲
は
此
の
山
に
住
し
て
よ

り
、
未
だ
曽
つ
て
一
箇
の
師
僧
の
眼
を
も
瞎
却
せ
ず
。

・
又
僧
過
夏
問
師
　
こ
れ
は
臨
済
録
に
お
け
る
よ
う
に
、
師
に
で
は
な
く
第
一
座
か
な
に
か
に
問
う
た
の
で
な
け
れ
ば
後
の
話
し
が
続
か
な
い
。

・
亦
須
往
問
　
こ
れ
は
第
一
座
に
当
た
る
人
の
答
え
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
一
路
涅
槃
の
門
。
師

指
一
下
し
、
却
っ
て
手
を
展
ぶ
。
如
何
に
か
領
會
せ
ん
。
云
く
、
是
れ
秋
月
明
ら
か
な
ら
ざ
る
に
あ
ら

ず
。
子
自
ら
八
九
に
横
行
す
る
の
み
。

・
横
行
八
九
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
祖
堂
集
巻
十
九



八
一
二


